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、’　＼、　＼＼＼1　峯　　　　＼　　−　　�h　　『　　』　　『馬、＼避〜−学｛1−L〜ー…ーーーー　　　　　　　　　　巻　頭　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野碍侭　　　卑ん　　西」島山岳窺創立以未十五年余、我、部は初期におげ二るスポーツアルぜユズムと八イキンゲ両涙の　拡争でのアル、〈イン派の騰利ののち、スポーツ登山を旗耶としてまつしぐらに進んでさた．　　強力な紐緻と高い永準を話り、西高は．璽尚独皇，の透を歩んできた．　　とzろが十五年たった参H．我西高山岳部は学絞の圧力（あえて圧力ど云わせてもらおう）．の　右とに再び雰の状態にもどろ多としている。学鼓劇のいいぶんもラなづげる点が多いが、事畝に　よる責任を恐れるあまり、僕等の山にあこボれる氣持がビれだげ大きいかを理解しようとしない．　生徒の官治活動に対する意欲を出素るだげ伸ば老ラどする真の教育著の心を学、絞に求めることが　撲達として身勝手な要求であろラとは恩えないのだが．　　最近て二年西高山岳部のレベルぱ急藏に低下しつつあるし、その伝統酌欝挿も忘れら欲つっ　ある。けれビそれでも我々虎狡めラちにはわずかな基らもそめ薦神は残っている。それが二こで　学枝がら正面きつてスポーッ登山を否定されたら、今後の新しい郡員には伝統豹な山岳部精神を　伝えるごともできないし、組織的な訓練や強固なヂfムワークその他安全に登山を実施するため　の墓本酌な要素すら期待できな（なる．詳、厩　従って、僕達ばまず部の纏織を守る為に努力し、部の実賃的解添といクた最悪の事態になつた　時も、何らかの形で、，僕達の体得した山岳部精神を後に伝えるよラ勢力しょラ・その魚にぼもつ　ともフ乙現役状山に対する瘡熱を鯨にたぎらせ・つちかわなけれぱならない。山登ウの魅力のと　ウことなり、万難を欝して山に登ろラとし、他の部最をぐいぐいと引フぱつてゆくよラな激しい　気力きもった中肇部員のでることを期符する．騨，　』　　．　　』〆・　岬ーず『！ぽ次巻　蛍＼壱由岳部現状の報告・−…　ーぬ行しポ；ト　　一九五九年彦↑−−個人山行・ー…夏ぬ合宿一（｝九五九【年度）・……春｝山合宿（一九五八年度）・8……春山僕察山行9九六Q年度》山　行　総峰見…−…・…四　一　　九　三　　九　ま　　＿撚靴講　ラ　ド　　ロ　じ　　ド名＝『　ー　唱　『　■　甲　一　■奮』瓢・　羅−糞．聴ハ一、　　　ー　　　　　　　　　F　　　『ソダ恩ノ』，◇羅謂．訓　　　　！『、　　　　茎奪ま　　　　　　窒　　誤菱蜜塁　諜鐘誓華ざ〜』〜　一巻画合宿（充五六〜ヒ年度）…ぎひとり｝畜………　　　…、法一六懇談会記録−…　　　…恒Q西崩登山商会の近況…−　・　　　……血一今後の西高山岳部・−　　　・』−−哩常薦蕃其表……　　・−，西三部　　則：……−・…・…・……・……・置部員及び0白脅簿−………．，．，．−、．、．，−，回九編集後記ヒ…，・…　…�d・藷　ゴシソプ・・　　　　　　…二七　一．・　　　／ぽ、、溺山岳部、の現状　舅状の報告の誕に，確年までの山績蒲裏退φ凝通を述べる、　硝和三†’葬麦の夏出において’人の似妾部責の孫が生びた。その死によワて学談は打芸左うげ、当山岳部に対じて湘当の制限を入れた。都承育痔の山音部に対しての通豊を厳守する（も6ろん厳尚に膚レてだけ）ことによりこの欄蔽ぶなざれた。この剃帳どはいずれも頗画能力φ砺込に起菌レている．冬ム、巻山を繕畢るガがないとして±規から三痔まで公式申膏を誌めず・学凝ぱその件に魔如していない鐘麦をどク庫。（我々ヒレては非公式山行とレマ†コ月から三海ま尽行った）又夏暗の冒教〔は制職され、縦走ぱ敬童ざれたとじろ双炸・葬、非公式山行も亭良上燕止され（山岳部に入クている炉えに冬山、春ψに登れなくなる）　当山猛部の尽・季登山の堂みは罐之はてだ、ごれだけ制帳を加えてもまだ巌挾垣z末生向ぱ山岳部にクいて行けなかクた。○畔年貰は山岳部の生死のさかい琶だフた．夏山は顧固の寓振で捌限され，紋掻は山岳蔀を漸次解消の方向べ4紆フて即くことを磁べた。そレて新年黄を血えるに当って、顔向のな0手がなくなフてしまつた。（いままでの藏鋳が当山岳部漏のや0方について行けないとしりごみしを。）学杖ぱこれを旗会に山費部を休部（箏実上嘉VもレくはW7同娼会にしようとし之様子であつたが、我々ぶ藤尚の力婁乞浩慮して山行を行うこと契ハして，二人の先生に凄阿となつてもらつた。○環　状農画の発書叡農強くなゲ、山行はすべて頗向の両趨にしぼられでき之。夏山は頗向にお願いして五日の横尾定着合宿．夏山；やるの　　　　（こにも大疫な説得」刀バ廻要である。激肉の体のい調手状薙けれぱ山骨は中止と慧る。碑鴛がら十肖まで六宮の公式山行ができたが、薪足な山に登れない翼状だ。こめような，皿杁…態で山掻部としての存疫極櫨沢あζのか鞍わ鱒）るを讐ない、参葬も十一博以眸む山行ぱ禁止．山岳部の前途ぱ鰺い。我々がいくらも於いても仕様次ない亭態にきている。X当山岳鄭め末期的症状は他絞に比べて早く現われたものにすぎない、（毅欝痔遊豊毫無視している学較は別だ）　我々ぱ学較にいくら叫，んでも通δないごと求わがっだ、この陶趨解決には散育庁や冒本由魯善及び塵摺が勤かねばならない時がさたのではなかろラか。いや、どつくド未ているのだ．　　　臥奔・．伽メ倫　bも　｝トポレ行山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊∫、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。轡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飼礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛轡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．窃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、編　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　窃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　　　　　　　蔀　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　畿　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　蔀　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　“　　　　　　　　書　　　　　　　瀞　　　　　　傑　　　　　瀞　　　　聯　　　紛　　　♂　粛鳶翠罫タ〜　　　　）苔山，セ醤暑§楼旨新入歓迎会着き△先発隊ム緩発隊質　酌加藤濟矯　吉田　小彰山，由亘高橋（遍）．喬嬌（燈）、野原、豹缶．弓削．吉擾，扱垣，小山，訟浦、川崎，三和、凝内．川田泰．小川．高栃（笥），高山，伽・雷中（康）　沢野．顔濁・小林，中沃（薮）先生新．入と』元輩のあいさつ会．・薬しく瞳ごすことが目歯，そのため先発隊が前の腕造撚小童露つて、飯の酸章次される・この記録は主に先発隊について書＜．田月十ハ日（土）　凋蕊山登由口でバスを降弓る，川旨いの広い道をさかのぼo，すぐに森登耀に入る。ラすぐらい、皆裏しフとり汗ぱむ。底くに為の典戸、すぐわきで川り激瀧の畜、魚爬づかいがそろそろくるしくなる．■ちょフと止ってく札じ　それ．あり沢た・や振げいか。「紙をはらなくちや」　例の察内の紙裳はる商、五分ぼど、ふ払クたムよまで体・む。険｝中・五、ふハケ泌川でごいつをはつたおかげで，チ十分に一回ぼビの嵐を入れるごと沢できた．みはらしもきがず歩くだげ。紙も残り蒜、三救になる墳、あだりの空気も、ひんやりとなる墳、拳フ五時覆だろうか，大潅につぐ”ここまで登山ロよりい時肉半ぽど，窒ぽまだ明るく、訳念撮影をする。こ¢でニナ分ほど休んで，犬潅をまいて、あとはもうすぐに董林小屋。最笈に残った一激の紙慰おしるこのにおいポしませんゲ？』　その夜田豊さんが到着してから、色々と話し二む。入生論あり恋愛諭あり、せらレツとおとしやど”がぐレて夜も十二時を蝸ぎる頃凹入は小屋から出て　ばる出戸をはりあゲる、水の影が’本♂本ぐつきワど、いやにはつきリ濤に映る、新しもす五夜べゆー天にがかり、蹟えるものとて、川Φ琶と鼠の畜のみ。凹厚十九日（6）ふへ時滞奈「、朝｝取後すぐに昼“叡の仕毒【にかがる（こ）（三）コツフエルに二ぼれんぼかθに小くらんだ承豆．飯髪たいでかレ」汁を作−つて、おしるミも苔きち。　十二嚇前に雨慧右購ととのい、特つ窩に、高愚n輝）を癒頭に一行の到蓄ρそれから、豪しく食罪，あとは川苔山へ行くかげだむ大菩、薩峠�`f』壊弩弩舞聾墾有璽騒奪鯵縁�d、σ　五爾　十六β・玉十七日参頒看　c」川緯，髭箆・泰・鈴木・小杉山　吉班・辱原・高播（燐）・加藤ニニ初・和　厳・召顔・山本・帽薦・小津・振恒・小山　訟浦・兼訟・　額阿　小蒜，中沢（義）先　生　驚車が塩出の駅に停車せゐうち、訪ちらこちらの爆から飛び降りて・丹ス乗σ場へ一ぢ教に走フて行く人が多いが、僕達は若もなく求ワ込め浸。綾愚を腰に真縮な夜重塗列をなして歩き坦レだ、程意く空が自んで未て登ロヘ足＆八れた蒔ぱすつかひ朝だフ匠畝早朝の鋳の冷気を題いさり吸い込むと身が鷺葦る慰びがしを・朝食き軽く済ま辻た後．足並そろてて登フて行フた。二の山は褒クた形きしていて太菩薩嶺重下のヤ五分の登りだげがちよクと多庵で、そこ迄は広”（薦げているのだ、二の澱ぱすつかり五得購となウ　若葉青簾に覆われた山は曽にも鮮やがに水々しくこの時期の山ぱ款の紅業に匹敵する裏観である．片や茜酸行く看の邦邦豹美であウ、片や生命力にあ瓜れる発剥たる美である．本々の商より璽くはるがに糧暫く自峰ぱ鷺アルプスめ山出急なつめを登つて癒り盈ると真近かに大きく奮士の山を見て、その美しさに手は愚わずンヤyターを切る欝動をがク立てるのが、その音が務人の手から発した．も今東面菖土虫程貴族酌な姿唇持フた山はないだろヲ。養食をとり大蔓・薩山鎮を往復レー峠へと向フた。ごの道ば既にハイカーの列で塵く“迄練いていたウ峠の、部念碑下び小鳳止，そこよリ下ヴにフき．，7ルコソバ小屋に到る．7〃コン尽小蚕で、にわかに武骨看の手によフてお茶の倉於譲けられた。山岳部伝禾の金の茶腕奪飲み庶がら塾蓼留かにと婆晃なか這於色々と歌い藷合したワ笹め中に身を沈めて寝そベク、三寺｝詩面以上働つくウと休んだ。寓が西の方に回りかげると下りにクいた，下りぱだらだらと締さ、詐夜の車中でクまらめ藷をして眼らながつたのがた浸ク、冒ぱ棚いていられなくなるレ、あくびぱ塵発するし否慧外に云かクた．塗中の小体止で筒単に地図の辣み方について指尊し、現在地を当てさせた。再波丞煎にして川で−顔や手を洗い、人里に訟る仕彦をしてから後、バスに嬢るエチケヅトを志礼ながクた。灘んだパスの慮外に奥多プ謝塗望みつつ，一甘の」妓れ区休めるべさ家’災へと魚いだ．　　　　．．’’3ミ…軽「滝上谷後発隊乗疫／テント場発ヘク必）レ出合（8膏ー？如）ーチヨック（〃君ー復力）ー尾根（、7へ・�S）ーはなど岩（λカ）　薪験の中を小川谷菰彪をた♂る巾カロー川分岐煮でワラジにはさかえ，二隊に分れる。前発隊の無亭を祈る．分岐から鐘と銀合まで｛箋垂D蓼ξh裏善p…蓼5§−与翼垂5」多罫−｝−ーーー〜菱〜ζき多§暴多壼………ー蓄毒§｝｝」き5！…ξξξ巨毛…〜！ー｝ーー玉ー’ー♪き／穴分蔚尚をくい，ここで軽い昼食壼とる。太小屋の灘に至る。前冒の雨の轟浮石が多く進行於薄，る．　セ段旅重を通画し、谷は廊下状になる。チヨツク入トーンの所で一詩問ぼどもたつく。（アンチヨコの右巻さは周童いし参彦書のたよ9なさを再確認。水量はますます漸9す二の濁濠を越える、叢後のクめにλる．こ・き水竺蒲給する。道を誤ク十五米の濾に出会わず，どんどんザサの中童つめる。縮葡県界尾振の大票須よ0に出てしまうゆこの尾振をワラジのままハナド岩にたどる。三蒔岩につ〈うサ≡巡軽い昼食をとる．　式凱純赴嘉行期巨　六冒廿巨ー廿’β犬出麦谷隊　」川田、吉田、加旛皿　小山，訟浦　　　　兼松滝上谷段　」高出　高循（範）、高構（孟〉　　　　　小津、和田．三痴．中沢ナミ尋先　　　　　佐濾上谷肛　←田迎、小川．，野県、る削、長谷　　　　　川，山本，薮厘，犬麦隊コースタイム起床（4幽）　出発（タ・の）加老出合（ぢ乃）沢に八る（夕あ）ー（5・働）出尼上出合（6・幽ー6命）　犬表出合（8あー9”00）大濾（〃かー〃ん）チョ》ク（戊・�S）i（−あ）尾被（又廊）葱労老（又勿）二年下山（3ル）　我々瀕午餐り雨上りの山選を歩き畠したのは、凹塒半頃、抱変らず橘村岩が、その厳しさ以上に優しさ迭ただえて並之てくれた。谷底で騒いでいる川の流れは六得だと云ラのに盆毘貞韻ではない。テント地に、着一いた麿夙空模様状峰しくなつて承、懸命にテント張0を魚ぐ、しがレ練響不足の鳥か、1年ぱ動き状遅く，夕食バ七府半頃になつてしまつだ。あとからいらクしやフた中沢ナミ与先生タ、交え、　7アイアストーム窒齪んでの薬しいダ餉．一年は最初の幕営か，おとなしい，就寝は＋時だつだ。翌六痔廿一冒、蓮床凹時，癖天から、〆年生はグッ入り寝たらしい。まちな《河原で弁当を奮い飽める．新入の多少とも不安の気『りまじつち厳は見のがせず、1杷醜するな」と云いたい様な気択した．すぐ厳，、薩離のある犬妻、班は出発．一蒔膚濯邊れて濾上班は撮桑した．（幕営荷物を小屋に積げる届である）　きて我々犬麦駿はベリバリ飛ぱし、重が切れ沢に落込むがレ彪から訳に入った．沢登9で贔初の欠取はあとまで不安を荷か辻るヒ麺い，ゆつくり進む．面働は穂壁，かぐわしU若楽の香りに匂まれるあの沃底で、数ぐは燃禽無驚になつて岩に足を豊めた．　一鉾も調尋状出て末た様だクあの気嫁の竃い崔ま尽に薄く謡姻かにかまえているお釜ノ頭の中を洗い流すよラに清くザアーザアーと流れる爽やか段渚潅、そんな時，そんな所ではまぶしいばかりの巻業にかすみがか蕊り，やさしく我々をフつん蒼くれた。又為の声まで衛え，まさにこの芒の天国フてとこゐだ。「素た〃」とラとラ未た．あの大竃に、霞の中に　とラとうときびしく落ち込むあφ濾を見た蒔、庵豊はモコモコともりあがクマくる闘嵐�oを嵐心じた、マ万尊は不安をも。賄年ザイルで別上げられた僕にとフて、’そラひさっけるこの滝だった，滝水を浴びビンヨビシヨにな0ながらも新皿入ぱザイルで引上げ、全員無事に盧登したのは十幽時不ある．　この滝ぱ駈下から取村き，途中までは短な（回）（五）〈宥く。申段がらはチ4二ーの中に体を入れちょつとレた柔軟体撮をすれば落ロリ下の段協暴くる凄強引によ碁つてしまフふまわないだろラ。嵐量ボ多い蒋はズプヌレになる事ば彪括レなくてぱならない。三養ヴ切クた所は毒壼で、石劇ロ取村き、績重に奄さ始のた心タツマの滝がバリッと突フ立フて騰めぱ最高だ、岩の廷ロィ巻藍ボ拒当高く続さ、　フいで左剣からタツマの碁ロに下りる。勢本艮はツタが巻きクいて．いよいよ奥にλっ免な七云ラ膣を強め、・胸がフタフタする。三ぞμ例のがな9大きな滝に出くわすが、右のヤブを港けぱ．そラ撫しい場もぼく，チョ、ツクストン滝につ（。濾けはオtべーハソグ不、籠対登らない方が良く、左側から巻いを．静かになつた流れ尊、いまいよ昼飯だ。よく濤えたキウ少と、流れの奏潜護軽畜楽と状食欲を進めてぐれる。　’蒔ナ分、さあ出発だ．ブ厚い雪の中から太陽も顔を嵐し，少し疲れの滋た我々を励ます。回＋分後．右からの訳でワヲジハキカエだ。水も切れかきクポチン、ポチソとしずくする者が一ク一っ我々の暴張を解さほぐしてくれる様だ。勿分種ヤゲをこφとポックリ菰遣に出る・壊しい上の喬が疋やよい、まるで婁ユータンの檬〔教々め踏夢塞す足にフンクラと応えてくれる。カラ訟の荘紋をペチκチと魔みフげてトバシ始め二蒔二土分ハカ伊巻〔着く。靴ヒモをゆわえながら参がら吹きクげる風の爽やがさを獣わつだ3聯　九耳公式山行　　　　　　　　　　　襯．九胃五臼　　六日小常本隊　し歯藤．高嬉（通）ヱ尚稽（輝）　　　　　訟浦、三茄、蔵痘，小山火打石隊　し・野原．士ロ国．　弓削．　山本．川，帽　　　　　和田、小菰莞生小常本蕨コースタイム起床（4・oo）出発（享躍）清瀞谷坦合（今勉fギ卯）余塵（播へ庚る（6ゆ）火有石罎合（才勿）小常本太滝（ψκ）ねじれの電（ρ吻）夢（乞塵忽二竺−書輩雲へλゑ与雄）山富尾韻（4・勿）前飛竜（4物ータ垂）ナオラ峠（3如V再波（6彦）恵常木谷　　　皿紙W、n頼掴司矧渕伺，灘∴鴇初めから奇なることきして、小常本−火縄石旗合についだら火打石隊の方バ早くフいていた．ご教ぱ済瀞各出含を小常木燈，合と飼垂之て徒渉したからである、こごから、右崖『がら八つている花の本沢迄の一將周余は．花の木訳子前の下鋸・砧・鴛碗伏あるだげで、簿なく遇ざる。ここ、bあたクから美しいジマ摸、様の廊下となる。すぐに垂直に匝いF詮例の、滝於囎出するが．左壁にとウつサば愚も薗く農斎�eな嘘電である。｛澱ロ直下の左手リクラソ7が登ウにく（・ザイルセ使つて引癒ウあげる。さて、やフかいな置草履の建場ポ始オウ　急崖於続セ廃れる，下・♂塑のすぐあとに下．如喫があるが，直登不可能なので石手を高醤＜，岩が不安定なので要注意、続くナ×濠を右がら＝すと，沢ぱ二手に分かれるが．右手ぽ鋼膚勿裂の××也尾加お、いか爵さるよラに蕨「圧する。我々ぱ左手の沢にむかい、β卿の不動潅を右岸より高捲さ．ザイんで下降し落ロに立フ，しばらぐ行くと小常木の大潅κ朋次現わ敢る。これも残念ながら見豊って、も尋を本の福に験りながら高捲く。ごこ尋置草履の悪場裸終ク，一怠フいて、先程からブーブーぎフていた逮中が瀞がになる、8伽の噴水巌の他ぱ知らないうちに通9こして、岩庶状赤味斌かかつて小滝が続き，さてここでア＞チ葺ヨトある袴沢，ナメラ沢が出る所だが，見遇ごしでしまつてトンと分らない．あとでこれが薗燈となる。0まり石山序にナメラ沢択入フてがら，沢次二殻になる地点が麗れる嘗であフた状、突如、二暇状出現（水量、広さとも、どちらボ本谷かわからだい）してギョッとする。肺寓．山．荘の主人から岩岳尾滋に早ぐク享ぎ垂フ．と萱か議風港ので豊暴重釜ねる差の淺蓄撮欝うになクている。石の沢は北京に走り桧氣纂ひ。偵索を宏したリレて，モタ号タする二と二蒔固にして石にλる。小沢が舞われるがこ承ぱ圧にとれぱ、前“飛竜から三番目の小ピークに嵐る。”歓嘉の奇声を発すると・塵くでどこやらか美声が園える。「火打石の壷中もモクついているらしい．こリヤおくれた舟解をするのに都台がいい蓉」と二弊はニクリ。鑛合をがげてやウ疋のはいいが、繋に租塵して前飛童に素たのぱりーグーだげ。すべてを招つた鋳は遅かワた．りーダーと先生だげ残つて，他ば一帰クてしまつた。六詩のバスにおいフげとぼかウ、山玖からサオラ峠・まで三ヤ五分、峠から丹波迄三†五分といウ7ルえピー榊で下りたが．七．ハ分瞳いで、バスの最終梗は得波をおさらばした。噛あ失数の原悶ぱアンチヨゴタ癌狽ったことと、まわひの献滉をよくみなかつた為にある。我々めとフたコー入は肉違わなかつた次、沢におげる現在地点の旛認に不注意だクたのば、み後よく気をつげねばいげないウ　　　　　　　　　　　　　0　　　　　夕　　　　　　　　Z　　　　タε5859右　　〃ρ；oε60羊弓沢二1一ヌ1タイム／ρ鳶／7旨　新宿発23　渋沢著　34　水薙ノ幅原μ1　　出発ム13　一棚　7二夕　盛の毎〃β　　就寝ノえ汝／o目／3日　起床510　出発翫3　水無川洞原／o　　猷発／／：5　渋訳着！2；4　　　懲　ノ；〃　新虐　2；2　　　　　　　　　　　　　　　　　浦　　　　　　　　　　　　　　　　　〆　†園十七臼〜十く甘ノンバr　」・野原．承彩広，三和．弓剴、山本，川碑、小津．腐田，諏題、小田、訟鞘，舩酊　台風が近ブさつフある二とを理由に、尊叡がら中止するようにとの二ど、双たいした天候でもないし、天無の状態はその場り判断にまかせることとし．新宿き蜜発する，もちろん「いわゆる」総照たる掛ん山郷という名の下に，『年は九入．二年ぱ三入、大合薙謀のような気もする択、鍔倉祭の時に春山の．倶察に．二年皿入がでかげているので、その閑糸上ヤむをえず強缶。けだし丹沢ψ塊ぱ標畜差もなく、ひらげた払なので、剖に危険があるとぱ題わなひ。土曜甘、例にょり例のごとくマバカ尾福」にとリワく、雨が、“フたため、道がしツと0とぬれている．監市がせまくなり，一人二人ピツチ状おく取だす．ふ度三庭すペク、クいに足きフる着状出現、結扇ペーテーを二分し、おれぶ弓削にクさ，野康ばひと先が先へ．その娩ナ一蒔までかかツて竃戦普斗め末コ薦ケ嶽著、雨慧じり、風は藏い，蕉e。璽翻姻、雨で山ばかすみ、膿“い．あさらかに含風の影響ど愚われる，漱の雨はこわいレ，又こんな天俣の占アをシヨポシヨポ歩い乏と＝ろで，寒いだサで哲ら得る所然い岐に，こ0まま引き帰すごとに決定。煮よぶすベフて臭合が建い．帰りぱ福賦のお伏。遠ぐ束京痔が厄える，わ0と景色ぱよい，コさあがんばれ！もう少しだ！し大倉の登りO奪燈（六）（七）垂下降の蘇署，雨がワゆたい．どう増ら怒華【終クだ．　肉巻．属頃再鬼事の壷逢の直ぐ後の　＋冒三＋冒におこ瓜われた，例の山蚕蔀量の久応と竃生の懇談会適、・，蔵夜光生が　ーす肖の山行は学戯で禁止レた0に行クた，嚢の畜ラことがきげない奴雄．学絞におくことばできないLと畜づたとか。がどクやら再くおさまクた．これがあるいは最綬の山行にだらぬと．』，猶霧勲黙　　　　　蝋　　　匪ヌ傑／　十二再もおしつまクてから二葬生にどフても｝年生にとづても全く新しい蚤験である入キー益嶺次実施された．十灯の山岳部久兄会に於赫て、今後の部落働【関して山岳部にと　フてぱ該に手・蒲い学技側の熊度が表萌され．その穣ぱ嬢重策をとウ十’冒山行を見合せ．吏に例年の冬山山紅形能でぱ十二肖も実行可釜ヒぱ言い難ぐなつた為．活諮を求める禁としてρβのスキー合宿に参加という形で学絞倒の許可を締ち0である。　又キー瘍は長野県と轟「瘍県とのぼガ県癒の上倍蔵喬衆闘立公璽内山爵牧協、．盾ぱ由蛍牧腸の下の七広猛裏。期爾はギニ窟二十五研かウ三十日丘．参加巻　cし鼻原．S」加藤、小杉山　喬婚（’輝）　吉田　三府、弓削．和函，叛感、小辞．福由、松朔　小山、松田、0、β私田，黒沃、劇巻さん，膏痢、登山2技術であるスキあ甚農釧猷　ザイヲーと共に未た室前のスキープfムは豊甘則車をスシ詰めにして珍．檬塵のト景も難妻麺め奮斗した申斐もなく皿等寝台に落箸いだ．僕と加巌、小彰虫は化粧室にもぐり込みはレたわのの夜バ更げるにク戚骨の髄丘索0フくかと思わ劇る遅診えたのには音を上げた．蓄野ば，夜畷げてまもな（冷えくした朝だフた”　’足先に立フた本教のスキー教室豊と覆野商飲に向衆碁．車中の混み様は薦激しぐ須叡に降りた蔚は加鰹，和房二人がもれてしまい訟宙さくが二人を待つマ下さフた。山田からノ刻縦隊で七味へと。途姦に掛がるナ鍬メーヘルの大クららが軒を奪一・泓一．．・p闘乞−流虹る川を訂〔レた七味謳険禾にば、蕩」黒沢李泉宿のコタッで特ち麟えてい声、、＆・璽後初陣の携「武巻よろしくスキータ彦眉r�d綬4へ。ごの蒔塵繊た二入が袖妙な姦つさ吋．、劉、右三パーテイを緬域し平也塚走、ステツプ浸グーモツクタ’ン一直胃降タ耳教わク乏．ままならゐは足の下の長い載，　へつぴη藤♂畝摺ワ山幽し六「き母穴をあげて止まるのがこの半日の戌黒だフた．囁裏；か昇初滑0の書びを諺ク今晃爵就寝．二耳目・直婿降・全制動、半翻勤を学ポ。晴れ声身射しの下で各人盛んr練穆し璽羅〔だけはどうや・り身について未た愁があつが。痢臼と変わフて牧勝から宿匿脅0下ろさ、道曲り角に素る廣転んで宿にフく迄三十庫煎後の転倒で体は愛総らげとなクてしまフ芦、．夜食後はランプリ灯でトランプをし、，浸O前に一嵐呂浴びてまさに天國だ。三導瑳、冷たくおいしい漬物巡朝食を繁しみ孜場へと出懸レた。前淀が疹の墜『璽で僕等のあげだ穴ば乎りになクていた．前訂の復囑とポーゲンが謙繧であクた．さすがに乾倒もしウなくな”・畜ぺなりに威果を表わし始めち。終百聾乗静かに降つてゲレンヂは最良の条搾を撰しだ。スキーが一本折れ左他ぱ、この日も翻費に汗をかくラちに終つ倉．耐日屋も轄のうち弊ば降り綻いだので裾界はきグなかフたが、水墨画の綜そのままの室め色と山でそれなヴに嵯天しかクた，『応〜の亭ぱ習ク老ので、三十分近（登クて瀞ク下ウだがよラやくスピードにも擾れ、耳の後で嵐のうな刃を爾きながら瀞つ登叉分の哀さを味わえた．午後は阿転疑鼓のまね事をし声、が、賞品0アメの大学は｝弊生に挿ツていかれてしまクた．山行とぱ勝手が違フてどシもザ年生の方が早くうまくなフてしま0たよラだ．後半ぼとなると名蝦の備レさが増レて家てタソアワ湯につかウお蕪各を食べながら湊谷の音レかしない山奥め宿で更サて行く夜を婦鼓の山男豊ば心から楽しるぞ．回日gは｝）れを名硯ηと昼彦涛ク宿に帰つで、旗立の需意に念いだ。世帯づれレた山岳部の擁念から冤ても、ここの食事もなにbかも犬した右の不あクた、ので．十珍論疋で勘クた．居敷る野原，小彰ぬの冤蛍りで幽田へ向かラ塗中、見亟した山が印象致であクた。長野の街で信州そばで霞ごレらえをして，衰既た体を癒車のシートに治まフた時、改めて楽しかつだ数再を恩い蟹レた・大晦厨の上野にクいたのは夜もまな曙げぬ質。群敵幾朝帰ηの唐と共に家路く急いぞ．鷹ノ菓山二月山行瀦髭器舅署髪劉刻言匿煎に碑．た鯵バ見えばδめた、宮ヨ32多8〃グ67疹危2234含6｝発老発看発著亭嚢床食発レ搭レレ発着発石笠誉発川川豪陽　　親妃乱聚つ川r永g礒響♂犬劃究穴葉・　　　　　　　　　　　　ノ　タ「ーー　　己rー」垂穿耳毯“＜るこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒになつた。ぐ欲から夏ぬの徳本峠区思わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　十円のぬ行か疹スキ’台宿ぎの酋くと出だ未るのは約田ケ→月調りだフたので暫フアイトに濁々でい左。レかし蹉刻着於多くテントの設禦艮於遅脈でしまフたリレかしその遅れも幕営地の勝手が六灯に未たてとがあク彪φで、わかρでいたの不最小陵に食いとめることができた．4暴巳番太ぎなテントに轡票つて食べた．皿ケ斎療0の山の飯に窃右グクみを打つだ。その後蕨膚の小撚先生から今餐の出岳部【対する学絞劇の方針をラか贈フた．をれば我々にとフてあんま9かんぱしいものではながクた。しかしその陰気な気持をコンパで小き飛ばして，十蒔頃窃餐曾のテント尽眠りだついた。二月ナ凹首六時半に全景元気で出発した．すごし行くと　｝ぞ生年害ξて山謬浮粂を　　の蓉いては初のて拶クたので、嬉しさと　　不安とが漫じ9あクだ変な気持だクた．　　それからしばらくは訳巻いの藍を皆黙々　　と歩いた。そのうち二年択一人ペテ蛤めるような登oにかカフたが・それも約蟹時肉で著さ最初のクビレに宏た．そこからはじめて奥多声の山々を見わ彪ヒ、含分が出に登つているといラ夷趨が腹にさた．そこも後の二人が豊いつかないまま出発した、それからの道にぽ脅伏勿筋くらいあつたが、歩竹にはあまθ影響しないげれど，また一年が軽いgまい冬一行から二葬生と二入尽睡れ庭・そして（〈）（九）εノガ大クビレド達した暇ぱ全体が五パーティtに別れるといラ最冠な辛体になっでしまつた．しがし紬三ヤ分頑にはそのクビレに全舞集まって．将望の昼食にした。レがし予定ゆコースであるとッ石由には時闘の都合否行けなくなり，ち掠を勲みお蕪菩をつまぺでそ　こを出発し、・rノ堪出に向かフた。三六十度　0履望がきいた声・巣の頂上で読図訓締を驚え、だ後．氷川への一帰踏にクいた。喚をラつす　らどがぷクた奥多六，奥款火の山々、ぞの中で0ときは高ぐそ砂雄大な姿を児せて“る密　士涙垂常に印象前であつだ。参加看、　　二年，野原・吉爾・小彰ぬ・喬薔　　［年ぬ李・教運・小津・福磁・舩甫．小　　　　出・訟密、　　蕨圃小撚死生ー�u個入山行二目二七・二八日　　　　　　　　　　　　コ藍童はずみながら行った挙句，文々蓼障．喬二菅夜士詩中野駅磐煎指ムム護婆γ養；渉晃セく蒔肉本薯資芽集てく楚。周崖く峯冨ぢエンコ，液菱±鷺中婁暑き彦翅着は麗授契，先生二人。そ隆9髪解敷．総じ弄常暑由な、ヒいフよりむしの他多数だ・労茎滅だかによフて喪なので鱈　ろ宮由すぎて何をしてかいか迷ラ程のスヤーり車掌．何とも奇妙なものだ．翌阜覇後のタ望9ではあつた．イや越パンク．しかレ屋的地ζは予定よ9爪葺く着盛¢、夜の響る異スの申で縛．雲取飛龍山た．新麗沢あたりぱ雪もぼとんどなかフたの奪冒漉沢の方は・と心郵された伏一応すべるにはナ命あつ考レばらく暖か“天気の鋳いだせ捧表諭がとげて，又漂房様でがチ（していて七隊濁泉の時とば穴分擦子が藍クた．ゲレンヂはかなり広かクた拭アップヒルにねっていないので慮当に¢ろばないとヤブにつっこあ）。かくて脅由にすべり出レたが午前中ぱどシも柿じ気づいてしまフて慧う詠にぱ行かなかつた．午後ぼ0白の人睡の肉蚕園転競技が行われた。非幣に面自く洋蒐させていただいたが，さすが魚ヱ大のスギー部のべはうまかつ是・先生方は競装には参加さ乳なかつたがナざ与さん等学校巡はめつたに脚かれめ灘豪さけび声を発して楽レんでおら般だ。申がて面時過ぎ頃帰・賠に着いだ。デコボ三珂十七・十八導メンバー野原・藩蟹天気は峡購、荷物は軽く、全く牢し命ない山行旨和不あつた。詩向盈りぼ原｝ペクい芦、蒔，司婁い女の人於登つて行クた．実際議に登りたか蓬．レかレ、こ君の気もしらないでヤ」ワ火�jといフてレまつた、あとか・り園くと雲取に弩冷蓬よケも五時肉以上も速くクいたそラだ。金く猜ない話だ。暗くなりかサた．カラマツ林道を，とまフて、又少し行クて，チヨソピリ凍クた雲のよきすベフて登つていた時’雲取山屋にクけるかしらつ，と恩つ、だ。実際、禽落はなかづた．あと尽リーダーも，ビベ’タの事を彦えていたといツていたが、そ股【し（も春0カラマッ撚藍の、去弊がら護もつている落穂がすぱらレかつた。谷川のせぜらぎと風の音、臼のまさに涛もうとするぬの景色は記せられぬ。ゆフく9＜全くKの二格も三倍も蔚陶をかげて婁取出頂上へついた爵ぱ，空には、’猛星がま彪』いていたよう箏あつた．そこから小屋壁そ硯こそ五借六借もの蒔肉をかザて、やつとついた時は、九晴にもなフていた，リーグーはコ御前はいつも巨愈地につかないがら無理してもっ…まてごさせたしといクた、山が蟹つている夜に氷をとぎ〔水場の川の、凍クた儒をニツくそたいて劇る者は・非幣に寂しかつたリニ趨冒、飛毫ノ一荊飛竜への下りの豊は実に和ギがであつた。ラぐいす0帰く声も碗かれ誰れにもあわなかつ表．前飛竜から上って，また道に雲のか伊の取るのが見之た．はるか虚方に雪の　アルプス状の鷺まれ之。鴨沢へお9たのは，最終バスの数十嘉で彦つだ，この文ぱ、暑色の孝ばかo不ある承、実際ぱ叢初から終りまで苦しかった。八イキンゲコースといラ次、いつも苦しい事ぱかり書くので・今度ぱさも秦しゼうξ；審いた．しが甚盆、岩部員乞資格は辱釜は茎三窟二†ザ旨〜二十二甘　　　4／kメ／バー　出本・｛画嚢の↓甲を六爵五分立川，を“発■つた。　三入の予定がY君不参加で二人だげとなる．氷川からしばらぐして雨がふりだし，熱灘ロでは盛んにふフて“たがすΦ登9にかかつた，蚤初がら急域で青々と永を貯えた奥多ズ潮ものんびク購めてぱいられない。しぱらくそんな急坂ぱかり磁いたボ、鼠雨参層強くなフてきたので，あさらめて引題すこど障しを。再ひ潮畔に庚0バスき特つているラち、天気が狢転してき蔭めで計西を変莫し鶴沢から雲取へ行くてとにレたoりこんビ0出行否窃覚レた．　　　　　　　　鴨訳からはたいレたごともなぐ黙々ど歩く．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室は嫉然として厚い雲ばかり。貯々小雨もち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら・クさ鼠右・吹いでくる．七ソ石に近くなると　　　　＼さ　　　　　勾ぎ替ピチ違ぐ馨．暫馨鼠蛮要、そひて雲取越明海にのぱレた．小屋には比較射皐めに着き。レぱらくくつろぎ、ゼしてタ食も早翰じ床にづいとのは七時すぎであうだ9二冴望、逓きるとなんとなく寒い、零下九蔑とのことで、雲も5らクいてきを。まわりの出はラつすらと雪化牲，そレてラつすらとつもク疋露を酷みひめマ雲取に向クた。雲取瓜負にば五す分程して着いだ次，露はまだちらフさ，風も強く冷たい。周囲のぬ々ぱよくみ♪んな5いか、雲海バ三ふハO彦低に広がフていだ。下りば三条の湯を通フて瞬沢にお0るユースをとることにした。登クたりおりたりのだら（3）（二〉ぜ歩レた長い遣を下り．鴨沢に巻い彪のは営加娘轡きかサよラとしマいる頃で訪つた．今図の薯取山行は矢候にぷひまわされて，不塵な心行であつ葎ようだ．一二冒（再）嚢のら酵強風丘川集台（6吻）ー立川発（6魔）鵬障氷川．（7難〉段熱海ロ善（7奏）発（8勿）f拡み（8産）発（8雄）t洌きかえす（8身）・ー熱海ロ着（？仔）．発（ψ屠）因区鷺沢（ψ轄）ーヵンバ訳通墨（〃ρ）ー紘み（〃岬）　昼食、発（〃あ）森み（々必）発（ρ・働）t休み（／審）、発（ノあ）！七ッ石小屋盈遇（ノみ）ー分岐意通置（ノ劣）ー七ッ石ψ猿（2・・7）昼食．発（2云Vーヌナ欧（2労）孟過ー奥婆亡小屋着（3の）壬百（実）爪雪昆通しきかずのち婿舞多ブ小屋発（才37）ー分岐意（8・勿Yーー雲取典頂（8丞）、発（8励）i休み（曾銘）、跨（伊5）ー三条ノ湯小屋豊鐙（（〃廊）！休み（〃砂）発（〃循）i分岐点置瞳（〃κ）1昼食（〃双）発（〃銘）ーお祭還遇（ノ・30）1弁畑通過（／4しー鴨沢通置（ユみ）ー深由穏着（Z露）発（ユめ）〆区氷川着（3金）、障陣立川着（5爵）解教長発（3島）沢背陵ヌンバー　敏垣・小津、払瀟ユースダィム、三g二ρ臼参充立川発、　小oσ氷川黛鞍．心o八発，木o八晶視川善博，　九二五親川発　不三五亥ぼ畑通翌、一マ皿0　御岳沢出合通燈　コ去八権冤谷、登会，　二五。権環谷発こ・三ナオヲ讐最　［丁三五三条小屋豆餐、　τ五〇捲、　凹，0；二　条グル＼・＼着一、凹二〇発．五・二9雲取出頂暑醇　五まρ発，五・四｝騒鷲取巫屋着｛　〈二五就寝　天気予報ぱ雨だクたが、かなρ良く駿承ていだ・先ぢの土砂鵜歳で．、バスがどシなフているか心配した傑−その．場所冬押スを粛り継いで、予定亜ゲ親崩に到着，修轡所のすぐわきぱ高畑部薬への登9ロがあり−がなり急な駁を登クて行く。一時爾蕃に一9分の撚みを入れ、その都度オーダーを入れ変えた、休みには地麟を出して護くな斌めたが、地図に書いてない訳を、書いてある沢と尚塵えたため三兼訳とと思クて，昼食をした沢ぽ、権魂谷であクたらレい。昼食ぱ、名百持参の物を取hり、他に、コツヘルで紅茶タ｝蝦し、ミルクや専カンの汁をλれて、複羅な味を啄わつ疋。その後、沢き二議与、よラや≦象の湯につく。そこで旅』みタ）入激、し爵らく、訳丁乞飲んだり・下の河硬でキヤソプしている大学の大部隊をながめてから出発．急瞬下して、河原にお弓、それから今度ぱ急登．かなづ早いピソチで塵んだ蟄・途中で先頭に立フていだ僕の足がっり出レだ。も於つったかと思えぱ蕉、左かと思えば右といラ具合で．管にもんだり、たたいたクしてもらフて、それでも−よラやく三条ダル、・＼にたどハワ彰穏く、その”頃ぱ曇毯陽を冷おい，強い風於吹いマいた、普壷よ9長い体みの後、雲取への最後の登ウの少しめかる中を，一歩一歩中つく9登フて、雲取山頂に着いだのボ予定より一時周達れて、五蒔であつた．陽は窟庭に傾き、寒い風が輿を暫えさせた．頂上からは比から恵にかケて明旨、僕らが行くであろう醤沢出、水松ぬ、天頁山の貞波が川茗へと編き、面には　餐重くはく力毎の窟ぐがながめられた。二〇分喪して　償上から、出の家へ自つて、鰺い沫の，濃つている道を、すべりながら下る。小屋に着いて、さつそくダ藪き乍り始める。敵立は・すさ焼・勾ぎは少しにがかったが、まずまずおいしく食べ終つてすぐ床に入った．小屋には、確いランプがあるだげなので、ろうそくを持つでいかなかつたのぱ、失歎だクた6士臼．前夜ひどく風が吹いていたので、どんな天気かと窓越しにの皆くと・向ラに雲バ赤ぐ照フてい彦が，，外ば雨択少しぱらついていた。七・碍に小屋を壌る時には、雨状強くなクちので，ヤツケを着マ出発、六ダワを遇ぎて竿の本伊ブケで矛一体止を取る。それから磁は堰£？．屋纈に嵐だりして、ところどころ雪が残つていを。風はいぜん強いが肌が引きしまっマ気持ちが良い。＜もッではいるのだが、ガなり窟くまで良く塁え在。義沢ぬを遍ぎゐあたリガら風も覇まり、あたりも大分鴫るくなったので、ヤツケを撹ぐ。それからは、歩きやすい道を，僕の他め≠入は買つたぱかウめ靴で，よみを按つていた状、それでも横調に登り下弓を重ね、天目の無ぺ小屋で蕊食をとり、その後も、峡調讐9ドツケま至時陶二・分を体墨なしで歩き、そこから、臼原発三時三分めバスに粛るだめに，急な下りを、澹入山を藍ぎるあちりまでかけ下9、少しつかれて、下に厨原の粟を見下しながら、びθじθどして，いまにも笑い猷しそラな足乞激被敢に動かしながら、・部落に着く。ベスに充分に周に合う時周だフた。近（巡・顔ぎ洗い、頭を診して、ムフ、降θて釆た方をながめ、ラぐいすの声を庫さながらバスき待っ．三時画ぎ、予定よク少し早質に未たバスに乗9込む。　　　　　　　　　　　（小津訳）拶（二）（ヨ）宿合　　　　　　　　　〜梅一／95ソ年1蔓一�j記録　　　　　　　「霧毒部5麗霧達ず、学蕊に　蓉皆候暫薯あ奪奮ース嬉／企面的臆尊を熱待」あ強硬徳度を決定し、畜〜灘霊ビ婆竃A轟・呈喬毬「馨弩霧霧�i、奮隻蓼地〜焼岳〜槍罷藁ン等岳⊆癸羅歯諜騒肇あ藝畏．爪斎ば、蕾〜撃岳〜黛〜翼霧霧3、蟹害歩或下藩暑碧て憲嘗表銀座継走　以上の三つで也に南アの縦走ウ　協力する」とめ留尿糸件をつげた。技長為妙組話響馨湊重接計翌悉あだ建津といラ建し某件を楚碁出讐．沓鴬義部員書甚強く豊芝．≦ろ禁劣湯妻拒磐楚急の暫讐書、現韮の多撃募顔向会ぱ墾計警錘色を健ぞ碧にく巽．コ多§て髪つ、香譲房施簑途害交択でき蔓蓉乞＋鼻募鶏奮時遠喜糸。好妻霧てき�eそうし慈葛窯曇考も乞9蓉らやりな倉．自劣餐張えた上需朋登高倉（山舐部・・暑惹蚤るそ、ゑ険から下級生を守っ藩れ」旨う崖釜び量釜轄辱駕あ奮禽o彦察享までも晋褒ぞ獲．ヱ含の援助と雲甚求望・≦ろ盗までぎラな建ら・，髪ど梼を積むも罫、麗袋辱量箏てきた・・羨渤簸黒参学薮もい・芝、箏俺盤だ寒立警夏讐　加出・宗ず　社会人の0βには殆んど渡がなひ．やフてみせる巷、見ておれ！Lこラしで漸く　その上淫コ部貝φうち冬山蚤験者が零，啓ム。　川田リーダー以下麗摂の肉で合嶺計画の練ク　夏出至験看がわずかに三名で・無入部貴状十　為おしがはじまクた。精畑「蔚、肉体的力の眼釜診多数，；芝現役霧努あわせ界き劣でb知る憲暑曼搾縦喬髪羨し受袈釜函塁都無埋とい藷論鍾した．たいし、といつて学絞にげられ含中嵩　なおヌ、ことゴとく山岳部を圧迫するかのよ　ぜるをえないから、その意向を無視すること　うにみえ−「外郭厨体であるo診会が学絞内　も取求ない．その上冤綬の力奪危段なく宍萢部記岳部尚響霧するのは瀞壕い」ど出奮ところ覆くてはな宕い薪λ部量する学教倒め態度に腹をたてた面胴登高会は匿ば北アんプスの慮漫を味あわせたい、とぴラこと煮縮局前記のコースに落着いだウごうし了・半ば悲壮な気分の中で．0后不参茄、二年畢部員わずか三名といラここ数年にない形で午前七時Ω分新宿駅を発つた。八肩　〆な　例年のように夜行ではないのですごく峡壷ー二れからは朝の汽重に限る」とたちまち象議一決軌超満費めあのむせかえるような夜行に比べると天箇のよう。穣り中ぐ鳶外の景色をながめながら涼風にふか水る、’昨日覆人簸準備め帰9路、倉転軍から¢ろんで足を抑θ突然参菰潔承な（なつた．巻田のごとを薙いながらトンネルをひとつ越えると松本平が一畠望出禾る・やがて島々欺に降りたつたの於二時．加藤を先頭尺長い行列が牛のようκ懸々と歩さだレだ。新λ部員八貫5八貫五百，二募め準部員†一貫，舜げフぐような葺射しの下　接ラつな島々め参召分け入る。島々玖がら二時間ばか9のトロッヌ遣の下の河原にアントを癩る。八再再首　Aフ研ハバ辮醸宅疋の山場に■なる、　ムコθのラちに傭…本峠までゆげるかどラかちよつと盲絃がないが、といフて塗中め坂墜でテントを振るわケにもゆかずどんなに遅くなクても峠までいかなけれぱならない。幕鞍蛇をたっとずぐに軌萱がなぐなり、繊はますます藩く谷ばいよいよ漂くなった．燃えるよラな蘇と凍し気な谷川（¢れも重，荷を負った僕塵には味わう余裕がない）その外には、そ承¢そ何ひとク見ゐぺきものもない重くて・苫しいだけのぐそおもしろくもない今臼の行程、芸購い藤の中、蔚々ちらクと冒光が眼に入る．鰐瀞で盈喰区とク、歩さはびめる・番嚢ま尽は、去鼻の僕壷とぱ比較にならないぼど元気だク彦！年生もぽつぽク苦痛を訴えはじめた．亨脊中がいたい」π荷物沢多いし■足がフるし．そめラちに墜にレヤがみっえだぞ倒れたりする着が出でくる・怒幅つつサて無運に立彦ヒ後からこずさながら歩かせる。・十一貫をしよっマぜ年生をしざくのは、ものすごく苦しかつた、しゴ〈のが、コれぼどづらいこととは夢にも冠わなかつだ。苦しいのをやセバまんしながら、しごいても歩いてくれないと，ほんとに泣きだしたくな蚕・＝フち状座9込るでしまいたいぐらいだ。縛叫してしまいに士戸状出なくなつフ、しまつて到々−三葬の川缶さ／へにベフマもらフて僕ば大部先に行つた本隊き農いかげ疋．ヤ然て沢択拓れて水もなぐなO、いよいよ，ジグブグの最後の登りにかかつた。二、三め老唇除いて一弊生ぱ窃諮鳥外に元気で二葬の方が弱ク気啄の趣じすらあった。鮮々後から僑本さんのハ弓めある声がかかる。忽滑や版鍾が元気でよく声を出して一年膚志励ました．弓削も時々タイミングの合わないで気合を入れたウ七まがつ八まがウ、何宮まがフても瞳に出ない。空ぱすぐそこに見えているんだが。’年の蒔ベソをかきながら登つ乏のを馬杁出す、どうだろラ、“年の時よク少しは豪だろうか、否金然桑になつていない、ようやぐ峠にフくと聖足状がクがクし、頭ボふらっいてしば、夢くはだちあ演れなかった，ヤ一貫負つての徳本越えぱ僕の鼻にぱこたえ疋．　折りからの小雨の中．リーグーにしつたされながら急いでテントを張る。’年生ぱ元気でよく衡く．向い測の漁ヌ爵塵雌『には雲がかかクていて、’年ゆ時の僕蓬のよラな感激を味あわせてやれないのが残念だ。田蓬八苦して登つた徳本から僚びめて月た北ア轟高の英逢は今も僕め一肥露夙に蝿きっいて離れないでいる。一弓レて、今年2年生も岳入の卵らしい。（温）（三）癒蕊蔵定と麟ラオーゾドツクスなやり方で、初勢て塩アルプスに接するわげで、そういつ尼意味でよかクたと恩ラ。　・鵠くなフて癬「れた斎へ盛の星は＝際大ぎく糞ハレかつた．昨彗滴沢で仰いだ星杢を想い出しな択ら明日槍見平で冤る北アめ大パノラマはきつと素晴らしいだろうと思フ左。〈肖五百、穂本峠ー大灘山　扉百熱状あつて庵醜した臆中も元棄になつて・朝六蒔すこレ前に皆そろつて峠を発クた、穂高の見えが（れする亦の中をもう三分の二も歩いたかと思われる墳、ひよ9ηと槍見平に蕪び出した・素晴しぴ堵天乙岩の黒、雪湊の賛この三つ斌欄とも云えない穂妙な謂和をなしている。三を遇ぎるとあとはもうただ暗い杯の中、平らなだらだうレた道でまわクが、何となく湿薫ておりこれが諸胤奔F長い。ながめるにもな状のる景色が呑い．いフたい地図上のどのへんを券’いているのか碓認したぐてもどうしようもない．嫌な置だ。豊は尾福低いでぱなくて、訟本劇にすこしずれてワいているらレい。そ南“に大部まが9＜ねつマいるから也図上で計算した時陶より大部余針ガかるガら注意レた方がいい．ただ、道は一本しかないからまちがいようもなくその典桑　と堪えてくる。小彰虫盛のつくつた今朝の叡だ・　　　　　　　　　　　　　　依甲々うまい。僕ぱ量は皆に慮べてそれぼどは加減い窪なつた墳急居煎方が明る多くないの萎、食谷め蓬（て暑最後くな茎表に飛び出レ、犬潅への最後の登りま魚もそもそやつているも磐から、あたかになる，ひざ位までの遣松とと二ろビころに　も一番大食蔭のような印象をあて之て、とて赤や董色のお花畑が美しい。二〇分ぱガウで　も損をしている。胃六な今井先輩や歴史に残頂上に園恵いきり手足をのぱレて寅訟皇る小杉山の食いぶりに比べたら実r徽々たるに｛墳ころんで穂蕎を見る。台年ぱ曄年よりず・ものなんだ．っど磐が多い。潤『沢入クが薬しみだ、　　　　　参旨ば縦走見取〃後の日、常念から一の俣のコ　杢承屋際には泥沼しかなくて、いくら僕ーλは荷物次あつてぱ無理だk鼠で荒れて達薯飲斜旨出訳なひ，仕方ボな参らぬ暑とい急逢嘉尋予定を縮少して蝶ケ岳頂から十五分ぱかウ蝶側に下つたわずがに残　がら横尾に下ることになった。つた壇漢を使粛レた．　　　　　　　　　　左手に大パ／ラマを見て肯の低い明るい織夕喜叢露萱見るとうす楚の露のの中室暫拳童ぶぐ：あ切矛了上に剣か・り槍“への縦走鰺が一ぱうっとかすんで　写真ハに維妬の舞会。みえる・知らない膚に限ウなく欝かで和やか　蝶ケ岳から指辱標にょると、績尾まず二時なやさしい宮然のラちに濾みごんでしまラ、間のコース．蝶蒼登食をすませて蛋にかケば！教にかえると、鋤にさされ左肌が赤くおり，荷物があるか豆．歌ぼど飛ぱぜない状はれている・大滝の蚊の猛烈なこと、・久し武　それでも1下りば蔽高山疵部はかけおりるしり冠服う入の血の昧がたまらない・乞い．合どいう原則猛ウに降りた．足をねんざしてい覆に蚊取繰喬を忘れたこと宏何とも檜まれる、る川崎に座あ下ウは司表短だクだ．ハ尉六挺、大竜山…蝶ケ岳−横尾　　　テントき張り終つた峻、ゴ奪鴛辺さん、　今百も靖天、夜晴けの美レさとい建らな高謁さんと中沢（義）先生が到着，河凍で，い・、爽伏な気分で食べるガら轄甑の量も重然畜旙さんのかついできた爵瓜にかぶりついた葦娩はラィスカレー、肉がすこしくさかつ疋げれど盛りもク食ラ．賄臼あたoからきかなくなつた小崖”の左手伏更にひどくねつて蟄�oひむも結べないくらいになつたのが百立つ。篠崎先生下出。八百七旨禧ケ岳　朝6爵μ隣め山競女尋短大のテントにおぐられて確ケ岳にむかう。なにしろ合臼はザプだからまるそ軽い。一の俣まで平らな道は盈くビ駈ケ足。捨沢小屋をすぎて拓主岩小屋まで登9づめるとグツと遭つた槍の穂ボあらわれた。岩小屋から二っ上φ雪渓芯滑落停止の練暫をする。手のきかない小津乙ぴフこをひいているξ削は下で尾学練習をおえてセ飼り小屋から頂上にのぽる．匙ろ遠ろ人が行列していて環上は満員、あカまウ入沢有くので諺め聴苑は弊々鬼くなフているとか。塗中では変なおぎん状妙を肉面脅で交髭整理をしていた。何ともつまらないこと。ごの上なし。　帰りは得意のかげ下ウ，頂上から讃屠までワンピツチで雇π0かへ。’葺ー生畑肛も喜胴タ｝あ一ゲるコどな（おし富いまでよく頑猴クた、　今娩ぱ僕が食当なんだ次、献立は中韮−ソバとピーマンのケぞ煮．ピーマソは田中が騰をふるつてうまく出訳たがソバ係り主任の僕ぱロがら顔を出すとクぶれξアントが二言；どうも自信がない・提廉巻の肝心の毒田がいあ建．自分塵のテyトも心醸になつて外になぴから心ぽそい。何レろ合まで啄囎汁どプ　でてまわりに石をクみなおす．晦など堀つマダ汁とライスカレーぐらいレか知らない断幽濁　も効畢公々いから永の流れムむのはあきらめ山岳部として初めての試みなのだ。どうだか　る。マ飛ぱされるといげないから粛ールを握出承た作畠は薫外に嬉評δ3麹怠どぱ賜入前宅Wよラしと頭ぞ田皿さんはポーんにしも食べた、　　　　　　　　　　釈みついた．僕ぱ照くてたまらないからヌ水八群八E　漕沢λ0　　　　　　　　　　　　の中に寝「た。　弗，川蟹さん、橋本さんバ下山。侃ぱ疹g　〈得九ビ檸滞から田辺さんが霧める．　　　　　　　　　　この雨と風の中では食当り加藤塵バ気の憲　台風匝ずくの報で園訳がら続々と下ってく　だ。今甘は一お停溝丁と決定、ラジウスで全鼻る。だがら僕達試λつた縛は例葬の含頃に比　びしよゐれの巌類や毛布を乾かしばびめたθべたら、すゴ〈ブいていた。ぞの上磐双多い　れビ、ヌすぐゐれてしまう・何�宴撃ﾈいでいそれごそ紹婚のコンデイションク　　　　　　るとぬれた全穿駅薫が駈いそうに不状だし、と二ろがあいにぐ夕方から雨にまじつて風も気訳滅入ツてしまうので、朝から鹿まで嶺をふきだレた．鴬藤署の人が臆れるからテソト唱ラ・歌に疲れるど鵜切りにしたソーセーりをしつかク滋るよラに、不完金なテントは小をマーがリン尋いためて食った．蔵厘はあま屋に蹉推するようにと菰えてまわる。ごの雨　ゲ食いすぎて下痢をし、一臼で駈ぢの肉がゲのゆ−あわてて固沢をおりる人も多くテントの　っそ9おちた。以系叡壇はソーセfジが食え数ぱますます少くなつた、　　　　　　　　　　ない．　ふクと目がさめると，そ布がぐクしよウぬ八κ＋甘，奥轟高、滑藩停止宏ている。僕崖のテントは梅6だから水砂通　　どうやら鼠雨むおさまクた・晴れてぱいなしも一番良く、顔のすぐわさを水が彦ようち　いから屏風老0陰がらめ泰曙らしい冒め出やよろ流れている。ひどい剣翻に最つたものだ。再の罎とともに濯沢嶽の岩か七色に変わるの（ニハ）（薯）が見られな“めが残念。”　ザイテンゲ・ヲードが多奥へ，聴”にのぽりそこζ誰かのラジオ・で松川事件の虞取高裁判決をさい之復リャン磐．ルムを往復レて帰つた。午後から垂参雪漂のずつと下の方で藪瑛訓縁，爾ガいないから厳重王碓な訓線の蜜承ないの於嬢禽だ，〈碍十！日　Aフ日は下山。荷物をまとめて潤沢を後にする。横尾きすざ徳沢をすぎ、かゆ足不上高地に豊する。トツプが田皿さんだから、その速い二と速い二と。上古�拠nに入ると、サングラ沢にショ！トパンッの美し“婦入達が蕨迭しかめて僕豊を見る。「まあ，山賊みか、いしあかとあせ，ぽコりで悪莫を発散し、びつ＝をひいている僕葺の行測は学づみえたか右しれない．云われて、急に自分達の姿がこの場ど老ぐわをいのを、慮じて妙にさびしくなっだ、ヒ蕎鬼の風物は美しいけれど誌練されていない三ρ、避暑玖は山をめちやめちやにレてい惹．こ々な二となら一甘かけてもやはヴ徳本簸えし7、帰るべきだクたと趣った．　べ尺にゆられて皇脚々に向ラ。内容飴別に旗《して秀れ炉、夏山尊はなかフ左げれど、わづガニ人の正部貴と弱い弱いと云われた僕豊準部員こうひだ凋変のカだけで曲『りな0にも、裁し藍げること次出添だことは何と右、シれしかつたひ¢の山行による僕書、の禽儲と出登りに対する荊向さの意欽は，二れから先、沃レて熱駄にはなるまい。こんな気持と安塔麹のラちに、いク砂間にか容〜にもた承て眠つてしまつた．　　（二年準部浸　野原記）　　　　　（　ザ九ふくO　・　〈　レ　六・誌）メソベー川田（」）、凪皿（」）　播本・爵捲．加農小杉山、聾原．る削，和田、栂崎、山本、菰壕，小率，由中、撚浦、小由，三和、榛瞬先生、中派先生コー入タイム〈昌蚤日新法脚発ク∴岬　　訟菰湘着μ．β　　重岬々着2．卯　　薬心2・μ，体み3吻　発3勿　テント地着3魔『、歳寝7卯八目薗后テント泡発ぐ嬉1亦易6盈慰6必ダ体みク訟羅7嬉ー休みξ30、発7卿ー巻魚よ承屋9，姓（昼食）発グκー休渉茂．労発ρ・麓！拡み，鍔発イ〃ー林みイ釦出2、躍ー徳∫冷鰭舗嶺5�d郡〈肖五轡徳本峰発4刃ー侭み7底難7盛ー厭みざβ発8丞ー体みε鱈発？砥ー体み9．姓（屡食）発々�S〜槍蒐合鞍〃躍発4拓ー体みな。砂　発控ルー然みだめ、発μ尭ー体みイ労（昼食）発ヌ必ー菰み2坐、出3必r大滝出善3奮、発¢意ーヲント塊着■4・吻ハ再六臼チント地発7訪ー休み8唐、発ε・君ー休み牙碑発？ρー蝶ケ缶？双（登食、蝶ケ岳本峰へ〉”・轡発ε軟み搾准、発μ窓ー稼みぐ鴬発イ鴛ー横尾蕎イ鱈八目七窃横尾発6店〜丁俣通畳づ岱ー体み7．弘，発7碓ー体み母κ　発8．恭ー2鍛（量食、爵状訓蘇）発〃詣i捻ケ嶽イ忽、発／奮1横尼慧3．β八珂く旨横尾発8富ー拳谷〃宕、発伊妙ー濁訳テント地着存ゆ八昌九旨三蜀沢轄滞（台纂のため）季ハ冒ず冒テント増発8劣ー輿穂小屋？磐、発9、効−奥轟高嶽招冶、昼食（三弊、二弊、一年（又み）はジヤンダルム7）尽50発ーテント着ノ動デソト発彰々、疎σ馨い蜘困練タ．勺　テント諺一八環†冒遇沢発7労1本谷8．ψ通過ー横尼8・あ、発8飴ー徳沢團穿器発ル〃1明紳館荊々勿、発〃如−上由向地着〃訪（畳食）発（バス）々勿ー島々着2露、発3牽−舩漆α産（宮幽碕両）発苛3。発八再＋・言あ新宿滲4あ群敵4露積器具表品　　　　名小計匁合計匁ラジユースω石油コ〉口ω負　　　　皿�B、ガ　ソ　リ　ン査穴。二即［ρ三九〇三三六〇ラジュースω石　　　　油テント〃0・／2式四三〇九七〇二六く0皿o〈oテント〃0．8一式二九五〇細スザ　コ　　イ　、ン引　プノしロ　ナ　ナ　テ　　〉1　　　　ト　ベ　　ψy　（　　／／　全タ　部　夕　一　一　　式ペ　ア　ン　ト　吻　ノ0グ　ー　式食ウナ下　乎　　　ノし舞　ワ　タ　ト　��‘のf｛名一五文0　−　　Qo　　o　o　一　　　；三　〇　五　一二　一　五　四〇　〇　〇　　〇　三ノ＼一七　四〇　〇　五　皿ニノ＼　二　1皿0　0　0　0小計象四〇二〇置〇一Q皿〇一、o合計匁ライポン　F湿　幾　計驚　鍋（｝田○．二〇二署一一一、天。二五〇マヲイ・装竹，グ｝ラ〉ドンート，7　乙献立表絹璃門bi献わか吻の啄噌汁＿．iF図昼夜3　日N図LK」工HG戸EDc1β工夜たき二みごぱん十黙贈汁ヲイスカレf野嬢曇肉ス1フoユゲジノレβランチAヲン手おじや途＼の啄贈汁産〃8E，畢eεL輯昼夜．一歳らしDヲンチCヲンチ野菜汁ぎ1ヨ寿苛そばとナスの疎薦あえ［τコニ朝ク　βよ（ス）（託）　−〆’画ノ岳／》ナヒ岳命’山33年皮　　　仙丈塞日嶽木−空藩／）（＼　載べ瓜懸郵｝峰爾の集大麻である春山を空本岳氏しよラと決っだのぽ、夏の頃ざあつだ。二のβ禾藷においでは、世弊慶で鍬豊しておるので、合彦要ぱと、犬い〔斗薙を撚やレ褻出合痛ボ終るや．川田さん高山さ／〜秦さんがオ！次便察を行い，続いて†一月の初め，梶内さん閏迎さん斌矛二次僕察をして着々と璽痛を進めだ．又、冬休みにはくヶ岳で看山訓練倉宿を行った演、新入り不参加が今回の番山の価値を低めためぱ、否めない李実であろう．翌年二得奥多亡で巻出誉備山行を行って糸る貸春ぬに備え乃．そしていよいよ三肩、期ボ試験の最中に喬係は奮戦努力して．十三週にば準嬬完了、翌＋邸旨にはパツクき行クた．当日、全員部室に集り、刻埣髪〃ーダtから受ける。■Aフ回は婦対裁功しよラ，皆がツチリやろうぜ」と，全員大いにアァイドを燃やし縷いを自鍛の空木へと疋らせた，三月十五日例の嫁蒔五分前の列車に、全員座露｝に坐9、三葬生に児送ら取て、新慮の木才ンを後にした。儲局、総数十二名は、川田、麗鱒、高唄匿迎，秦．高薦（舞）　野漂、畜循（通）、毒由，加藤，9β藪塚．歯谷、γ底りまし老．三月†六臼　晴朝霧の立登ある天竜川きな状めて．総勢＋二人が薫撫の獄頭に立つた時　霧を載いた中央アルアス友まばゆかつた。すぐさまバスで駒ヶ振鉱泉へ行き，韓の深い田含重を／ソノソヒ歩き出レた、ラ身りかな脅の9ざレに、富ではガげろラがゆらめく、祐れカヤ∂出盧をわすて森諏帯を挨げだとtろに永場承あり蜘「食を摂った．水場套左に登ると大きく蝿りだ坂道になり、導ががンがン照りつげ魚若しい，す二叢のザツクがガソキリくいつさ、まるで自分琶地ベクに押しぬまんばかクで，汗がノイヅイと体中をクたい流れる。そし三歩’歩踏み鬼す毎にポチポチしずくレて、転いた土にしみ入つて行く．こラした髄れカヤの続く嗣すだ山豊を二時向程登ると、穂れた大本の聯の所き道ぱ二俣となる．　教々ぱ左の藍を壷んだが、道ぱ下9気味で沢に嵐る・二年生は0・βと復察に行き、結局もとの二俣にもどフて憂食となつた．ぱてしなく練く漸アルプスの山なみに、皆ばしばし置薇の手を体めて羅激する。右の遂ぱ山腹き大きく遜きラねつている．荷『の重さも烹”じなくな9、池ぬ小屋に麓働いたのぱ論町かなヌ朴昼甲爵の皿欝であつた。その晩はグッスリと鼠る。三灯十七臼醇、零下＋皮暉時超床，朝食のゾウニば実にうまく、沓はモリモリ食べる。五特半にぱ、ルート構作隊が降り0きる雪をついて出発，三十分塵れτ本隊も出発する。地山を見下す急登はキック入テツプで登ワて行く状実に苦しい。登り興るともの優しい林が続き、平垣になる。撚をゐけると石間アギが不気味にロきひろげ風が凝くなる。そこでアイぜンをクすた。この先を左に回つた所に、ルート隊は7イソクスをしており、左側を削り取られた山綾を頓重に遙む。アイぜンのがツがツと氷をがむ嶺瀕単鋼に続く。蕊ぱ遷扱に出て、かん水帯となつた。雪の蕊に遠くは見えず、もツとも児る畷もなかつた状、尾徹がやヒてきて、ゼこをしぱらく進んで力タパンで昼蚕となっだ．プープ｝曾のまじつた嵐が吹さつけるし、恢い尾蔵な馨居心符悪い．辛分与、喬ホ帯を被げると大さな斜面に武フかつたが．急角舞に左折して本も何もばえていない所を篠払璽にトラヴァー入する。この場所る事故双蓮った猷、無審、全負ぼつと胸をなでおろす．カラビナ〔ゲイルを通してq設営沌への【最後0魚登にさしかかる．寒さ　リオ巡／ヤを権・9姶めた。その質皐朝じを出たは厳しく手蕊が凍つτザイルを握ると滴るが　∫人は恩亭に座本岳アタツグに威功し、下クゼラニラレて、午後三瞭には二千三濠賦＋二　姶めていた。乏の旨のダ方ドアタツク疎功の米のビークに着いた。費々は非常に高度感琶　鳥か講ち夫いに嵐ずみ、楡挟な夕餉となフた。趣ずるロ南アル》ス状芸挑色のタモヤの中r　三目十九研、峡晴ひフそ弓と涯ふひ、モソコリ聾’タ〕かポつ左一権本　　二年生ぱ○痴『収に選，かけ、新人は繍襲徹収すがら■濃サソしと碧ちる雲が静すさを破る．るヤ池出く下る拳となつた。薦内さん秦さん庚谷さんばこのピ〜クに擦0　新人ば途中−で脚谷さんの指挿6もとに幕馨訓我々は駈げ転がる様に酬に庚っだ。酬にも雪　練を行い、法改に下って剛を再び建譲する。がしんしんと降0、・寒さが暗曹といクしよに　寓谷さんぱそのままお帰0になられた。午後おし寄辻るのを轟じた．ちたたかひ天纂の中にぱ池出に登る．参度は真青な鳶杢と宝剣でボーボtなるラジュースの音を園きながら　岳を群む亭宏宏宗る。その庚は最後なの♂累飯の連続だッた今甘！甘をぷりがえ0、熱嵌を唱い、又語つて出との劉れを借しんだ．いミルクをす・すクた・　　　　　　　　　　　　　　三月〜ニナ・耳　　“賦晴三月ナ八臼、伏晴　　　　　　　　　　　　　十塒までばグリセード練留であるが、登クちカラリと晴れた朝だクた、高由さる、閏坦さり、碍つたり、実に図転状早く目まぐるしくん、薇塚さんは◎〈出発した後新入は川田さ　疫れる，その後全員池山に登ク、南アル》スんに村き添われて釧姦勧の烏に、ハ詩に池出　に向つて大いに含唱する．心屋を鼠た。ギラギラと雪で煮郎しい例の急仙ズ、北岳、甲叢駒．膚岳、二年生墜三斜面で右側にぐクき9宝剣双そ伊、記ていたら　　つ徴えて下さる。ハ凡力禽ラに八ケ岳が骸をしい斌、僕ぱ蕎の重さに見る享すらでさない。見せていたり僕愛は春を趨じた。ググセード林き絞けて雌βの看間ナギのぽとクに酬を鎚　区やクたあの斜面の璽にも、合『、ラして見る讃する時に、折からの嚢バ興は凌烈蒼怠［苦しい。と春がやって集｝ているのタニ羅じた。とにもかブ・ックを惚り麟クてから、グッグヅとタ食くにも我々の美しい含唱ぱ池ぬにひぴいたの（舌）（二ごである・教々ぱ燈浸い餅茎葬生斌作クて下套た蒔製シヤーぺ煮に霞；み途ラ多なつかしい山々に別れを告げて、例のごとく山を取け下oだひ』2ヲ42ピLクH　　　ご・　　　α　　　　　　　仙屋　　　　　　　　　一南蓼／6ヨ池山入9／4Be⊃〔c鐵．アタツク隊βノし外隊C蹴ポート隊／2日B．C巫c2補難／マ＼ベヘc2建設A／9旨、E4　　　　一残，リ雪ヒ訓練アタソク邸二次アタツC，ノ」凡畑下山／6／7／8辱／9轟朝餅．肉，玉、人参本ウレン葦しよう噛ヂグラ　　肉．玉，臼入参、床少レン単曹y兼廓．肉．玉ノ人参．ホウレン率しよ』う演下ダラんミ昼カタノぐンマ＿マレードソー唇ジ鰍豆力タノマーマレード・ノ＿セ』一ジ令カン力タノミン　ーマレード　ーセ！ジカマソ壷夕蝕玉葱ジヤが￥イ＝巳。く参カレー赫寓×ジケン勅講たくあんラー捨羨蝕玉葱ジ￥ヤがイ：ピメ、参スーフ勿素肉メクケン物コブ籾燕ラツキ賞ラード専ルクy一セー一ジフレータ人参さクまし、もしよ多油専ソニ求シふ旛干海苔佃煮茶甘綱豆叙玉葱人参寓ラードLミノレタジヤがイモスープの嚢メリケン粉コナ修煮ラツキ葺｝　草茶　ン　ー葱レ・イ♂護・驚o玉ウザ捨薮　一ジンレ一、ペマセンタニカカマソ壷参．ホウレン率よう演下ダラド一ジノレ一」塵　嫌勤疹影刈”妙隣ド　�o　　　　　茶　蕊ノ｝ジ　　も　　　　・難業瓢擁詐顯がイモプの素ケン粉磁煮キ葺於．タ1九六〇午春山の偵察歩行ンザレメ参yの巻山の法定今離、後春出の決定がおくれ九財噺しいりーグー然きよフてガら耳稼葡針画が滋はじめ．9、�F喫歌久主縦愛�A髭箆撚◎　赤石按（二薯小塵ー［、“荒雇嶽、・ー承る）�F赤石嶽（北ヌ沢義彪，ース沢嶽−ぶ石し��仙丈嶽（市野頑よリ面選舷）　匝翻虹中リーダーの璽一建よク稀萄��、ω誹画に決定。の　巻山ま巡の予庭　0偵察　○矛一回野凍加藤、考蟹高福n．駒℃　　十胃十九爲〜十二9　0才二置如藤，小杉山高嬌（輝ヤ　　十一9’β・〜三白　O才三回恣棒み中比訳峰剣から蕨釜褒　　みる　�A春出　〇三琢†五百頃から七冒嵩“〆　○×ンバー　　醍野原，銑加曝．麗額十五〜六名　　oB二〜三名　○予定　　芽一甘　夜行新穆発　　　訟峰と狛本の向で幕営．幕啓地附五　　　からすこレづつ雰のあること予想　　才二冒　　地麟嶽に鼠をつくる　　才三甘　κ薫誤　　茅惚甘　環上反毒　　蓋甘�i否壁斌　　オ六嘗、　　　　スベア一な　なお冬に春山に蒲えて蓼中い訓練を行う。動　唇山申止■脊は敏蒲は参舶しない。山岳畜の活動ば無横期だげにせよ」という学舷の姦い申し渡し僕塵は　盛讃会を瀞いたク．何喪も先琵に頼み　了尊は参ぱ八ヶ毎の小屋どま9にするからしとも君ったげれど、学按60穆解と顧画りく子不足はどうしよラもなかクた。二、三∵応生択馨力して下さつたにみかかわらずし　　　ば等末年がら餌岳蔀は無期体部（実陵上の廃部）岸しでしまえしという｛戸ま尽出る始未。緬姶学族倒のペースでおしまくられ，π春出ば禁止するしという裏pで』人山行による巻山の望みす、φ穂たれでoまつた。画偵巖山行詔録Xンパー　α野原（二正）　鉱加藤（二正〉　吉熔（二正）　高儒重（二準）期再　十町兀冒〆�d†二甘（記念象�dコースタイ4龍撮ノ鼻卜紛失竃戯十胃充日　七蔚三五分　縁野発甑田撮、締那兆獣か疹バス・た時半頃�k愚下童・。¢の亮バス不盈歩かなければならない。嬢中上地の入ぱ、中層から杣丈へのコトスに合流する魑があるときざ、それを行った。と二ろ伏予定外のコ〜スをとク左趨か、鍾にまよクマしまい、さつぱ9蹉まない。同じ藍室｝震も往覆したo、何凄も引返レた9．何皿姦麟毫蒐だザれどどラも正レい藍於わからない。ただ、少しも先にすすわ董いないことはさつさか・ケすぐ下に町かみ之ることでわかる。ひまいに餅人ヒも艘をたマてお互に、蝿りだしてしまクた。余9天気於よくて野原がηおい，　この適で，昼寝しょラしなどζ双いだして加藤におこられた。老のう6妙な原つぱに旗て、もラダ方に段フてしまったのでごこで幕嘗。すづくぬが洩いごとはわかツているんだがごの亘かはフき9わからないままに麟模ごしま0た。フ面旨ないから帰喜も少甘り一まは黙つていよラしといいかわレな於ら。十再十肩　歯オの部落へおりてスタ！トやりなおレ．果と票の奥の落3ている屡かい賃、二葬生皿人だゆの山行は黛楽巡乗レい。　三焉ならそろそろ雪択訪るかと思われるあ彪弓に慮当な幕営地があク葎。三志益貧をすませトラバース地点に派布をウけて亡蒐結琶すぎ、しぱ多くゆくと撚の中にλり、かなり倒本がひごい。訟峰の凍とあたり不材が幕徽幕営．永遺ないから聴飯は韓飯と水筒阻入芯二っ還すませる．ど¢か巌くで狐みたいな妙な蟷戸ぶする。暗い気味の麗駄林の中だ。十耳†一甘水バなひから、今麟も．カンパンですませゐ．ものたりない［芝限なし。テソト場から七五分ばかり下つで■な峰しとぴう指、尊標め前に嵐た。ちよフとはずれをと＝ろに無入小屋が〔重）−（｝喜あつて幾傭さえ造右んと勲てい乳ば、冬期も軟群何能。す二し懸甑て水錫もある。†二営に帰る烏には夢日幽丈まで行かねばならないので、聾凍と加傑がすプで仙丈往葭レて毒疽　　　　　　　　　　　　　　　　らタと藷禰が地戯までテソトをあゆて蓼儀フくつて二入の彫4区符2互にする・野激と加巌は簑を二入に駈せて死きを煮ぐ。招峰かウ地蕨鎌までずフとのぼ4がっづき塗中一ヶ所、地鹸の平前に水場状あるだゲ。松峰−からすぐのぼθが始まるが’疫落するまでの；ののぼり荷物があると苫しい．遜をかぶるとルートバわからなくなクそう2バ尾振をぱずれないようまつすぐのぼればよい。’段落してやや行くと倒本が非幣にひとくなる．彪を見失なうごとぱないが、最近入の豊った裏跡はない雲のある蒔二の地激耐近のボツカぱ凋当の負担になることき営ρ梧しなけ猷ぱ＆らない、地鐵の頂上をま6て巨大な倒本の同を濠ぐようにしてすすむと仙丈と地戯の闘の才［のピークに還ブる。この皿がら倒本もな（なク、右蝿にすぱらθい景色伏膚げた。何どもおどろくぼど欝やかなスケールの大きな紅葉か。上抄ら何千メートルも下まで様々な煮乙黄状繍いている。藪唇あげると杣丈戻うんざりするほど藍くにみえる。芽｝．矛二．才三ピ〜クとも瞳当なラント笏がみつかつた、（κば二既以上矩にク（ることは嵐来なハV．左だ嵐が少し強いのが一“籍粟だ武、矛三ピークぎ下つてあん部に嬢する。π二取より物突き八丁しと蓄6てある・なるぼどびどい憲放だ。氷つたらすべ0そうだが−添が沢山あるから0かま肛ぱ網とかなる。うんうんうな0ながら憲駁唇登θばびめたが、稻レろ葬百の娩から今9の蚕まで三食ともカンκン0か食べていないからどラもカが入らない。あえぎながら一時画ばか9意登すると魚に前方に木状なくなつて岩肌が露出する。このあた9下琶みると午尋の参底ま蚕目のさめるぽどり紅簸に題わず愚轟乞のム〜だ。真クしろに｛地蕩鰍瀞がや六）レい鴻驚〆二脈ハせていて蛮影ノを張0あげたら吉濁塵まできごえたらレ〈地蕨から颪亭伏あクた。こ岨ぼど兇事な調和をなしたやさしい會然に該して．思わずうれレくなつて整いだしてしまいながら足を速めた。聡高のように浮“た岩ではなく，全部煙まクてばいる択雪のある時には僕達にとつて一番の建、所となるだるう。回0分ぽど岩肌を歩きヤせたりよう線を縫て頂上に出た。上は風ガひどくて†得半ばといラめにとても寒い・北岳rは雲がかヴフて黒ノ＼節，一んでみえ蝕丈カールにぼ・畷丈勢、のゑ、の町礁丈爪屋が見える。（水場茸9）　帰りけ也蕨まで一走り。藏れて�i藤も野旅も、aこったように、勇んど口をきかない、タやみの中を倒本をまたいで地蔵の才一ピークのテントに著いたのが五疇半、特製のシチユー逼之られて、夜ぱ話がばずんだ．　　誕．コースクイム十灯ラ臼　伊那北着　　7兎　無河隣着　　♂吻　中尾部落　　〃卿　炭途き小屋跡3必十目十臼　出　発　　8愈プ尼岩　　／寿　ね峰手前ピークタ〃十月十一σ発　　ク吻　　　　　　十立伊停拍水出肩仙仙胸口地出・頑櫓　騎縁藤着発所落場発日屋，嶽・＼頭水発　　　　　　　　　丁　場∠04μρノ！ぎ〉　37／9な／ク8訪“243〃／＞多　む磁4ζjoゴ〃あ訟峰9む　発　　／露発　3魔学一ピーク　すン訟峰辱前ピーク9訟出発／寛　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝f抜皿九ー’九五梧ー」コ昭和二十囮葬凄し二†回　小緬山　（五再二日《三厚〉二†一回　再沢表尾根（ナ月二蒔）可照和ニヤ五年彦し乾一徳山（七ぽ四十六9）輿蒜欠主脈（七鷲†六肛’〜十九σ）宣輝土山（ハ汀阿貯〜♪ハ肛）普吹川釜沢朔行（ハ灯二†揖甘〜回千π耳）北アルプス慈槍縦走（七肖二六艮〜二九目）尾麟沼嚢取痢（一百十一甘〜†二冨）再沢主脈○二肩二肖〜凹海）「昭和二十ふハ年凄し・■赫和二†七弊度L阿＋七回皿＋〈宜ロ†九回五ナ風五＋’圃五十二宮五士二回五＋．邸回五十五回五ナ六回五十七回長沢唐暖一縦走（五・三〜五）鋸・轟娯刈尾韻（五十）勘七め沢（六、十五し魚〜冠尼鹸・償察（七・す七5ぜ　）兆アルゾス溺沢疹居（ハ皿〜ヤエ）大嶽山夜闘集中登山（九千九〜廿）南アルプス合宿（十音三〜世）費取ぬ（＋身くく廿尤）丼沢葦簿無川本沢（七・廿八〜廿九）三ツ峠岩疹｛繍”誓（十7十六）白馬スキー合嶽（十モ世〜7五）（’揖）（ユ吾云十八回　川苔山（モハ）五十九区　川苔煮挑燈振（三千七〜†八）六十置　箭ア仙丈蜜（尋廿画〜廿元）−肥和二十く葬度し六十一回六十晶回六十三自六十皿回六十五座六十六回六す七直六十八回川苔山新人歓迎禽（本十）再沢水千沢漂次飾沢（不六〜七）北ア島幡子槍翻沢（と．青ハ人）つづら老着登練留（九十三）盆ハ鐘晒文∫工徽（十．廿∬〜廿八）着上力〒川苔本谷（‡廿了竺）武讐山（’二’〜’主）蓬冠山尾韻ー金峰泌○二岳ヒ〜酸血）て昭和二す九弊蚕」ふハ十九画　　川苔山斬周入施歓迎論鯖（�u型廿五〉七†回将沢水蕉沢（六午二〜士こ七十’宮　兆ア笠ヶ岳、灘、溺沢含宿　　　　　（ヒ・世｝〜ハ・十1）七七二回七†　一酉七十艇直七＋五回北十六画太菩薩疎（−τ二〜三）太丁首一豹が’岳（十・廿五g　廿八）万座温泉スキ！合膚（一痔）増苔亀　　　　　　　（二再）中央ア西駒が岳　　○二月）『昭御三十坪度しセ十七直　戯沢新入凝血貧（五・七）セナ八直七十九匿八十回く＋一目八＋二画八＋三宮八＋暉回将沢勘七訳（木十二くず三V北ア針の氷よク濁沢（と垂〜ハ七）川苔山・集中登山（九廿ロ）丹沢主職　　　　（す一細野スキー合賄（十訴蜜土虫　　　　（二空本岳　　　（三・聖『・辱・…一・・一一lg一・』・・、し‘、■一一』，』，』』・』‘・『』：ぐ馨−九五年度八ヤヒ回　川菖新λ生教迎食（餌珂廿二誓）八・丁八画　嚢取潟台慮一（五痔五曽〜六督）　　　新積発（6あ）塩山（9勇）出発（夕〃）雲峰寺（々路）　　　葡沢（o訪）薄．合（ノ鑑）畜播（2、必）犬吻峠（・｛、卿）一　　　．の激（旱苫）牛−王院平下（4恋）将餓峠（ぢ必）食畢（7　　　　0）就寝（々0）　　　超床（右。〃）嵐発へづo）護小（7落）取平（？β）雲　　　　取山頂（ψ碓）出発（0訪）是ツ石（ノ弘）鴨沢（3愛）八十九回　再沢勘七の沢凝行（六欝す七甘�d　　　新慮発（6滋�d装沢（7働）二展小置（？鱈）巧3（招ぞ　　　　巧4（如鷹）fぎ（〃乃）昼飯（〃滋〜雄）ゴルジユヘ々　　　　砿）花立（ノあ）名ナシ沢がレ（ノ訪し花立（3。の）小隼　　　　平（3彦〉大倉山の嫁（4迭）渋谷（φ卯）以発（6、々）　　　薪宿（7雷）九十’回　奥多ヂ小川容潮竹（九欝廿｝〜猛二貧）　　　　立用（β姥）氷川（κ必）チント蝪（布卸）　　　〔『照谷隊〕一ア＞ト場へ6・ル）悪谷出｛O（7・釦�d悪（谷小屋（κ　　　　助）七跳小（〃勿）　　【犬麦谷隊〕犬麦谷出合（7塑）二脹（8釦）七猫出（〃鈷）　　〔・滝上谷隊）タイム不関く看岳縦走（ナ一再一二（−皿冒）　　　新宿（前冒零磁）茅野（与鈷16身）渋湯（8諭！？芯）　　　中出峠く〃／2ー〃33）犬狗岳（βあ）オーレン小肇（6あ）　　　オーレン小屋（ぐ30）夏渓峡（6脅）硫黄岳（7％）横岳（　　　　9命）くゆあ）赤岳（〃〃〜伊置）行老小屋（ダ釦）坂戸山（二得廿ヨE（ノ廿無冒）　　　　タイム不明九十七麟　転徳山（糞旨†九冒V　　　　タイム不明九ヤ九回　鳳畝三ぬ（九肖廿二〜サ三匿）　　　　軍府発（4烈）芦安（右ルー与3。）夜叉神峠小屋（8動）f　　　　？ω）南御屋幕営（β動）　　　　南御屋（φ30）桑賄岳（ケゐ）観畜暴（ε00）さeの蔚猿（　　　　ξ労）鳳璽小屋（9き（9ゆ）燕頭出（々の（〃動）御座石　　　　温菓（／3ル）平選峠（β吻）穴出嬌（β，働）衣ぬ駅（κ勧）九十九9　北くヶ毎（九冨廿二く廿三甘）　　　　芳野発（7の）渋の蕩（8訪く？盈）黒頁自ヒユツテ（〃君　　　　〜〃あ）中山（β磨）九ぬ（超動）麦草峠（危ル）麦葦峠（　　　　8魔）大石峠（6ゆ）茶白出（6痴）編枯劇（クカ）八丁平　　　　（ε如）蕊湯（9働（ρあ）芳聾（〃勿）｝09圃港ケ岳集中沢登（十戸十五質）　　　　圃水無本谷　新宿発（ヤ砂、）渋沢（7鱈（8・oo）　・戸沢出拾（雲）（ンさ一〇19　（ヲ働（φ勿）E（必鋤）坤原次朗出合（〃労）ー捻．促）　大篭（μ諮鑑ケ岳（β解型雪六丸（々お）小九（4　劣）鍋割山（夢oo）ウシ廿沢景越（β畜）二媛（だ露）渋貰駕）囎姦沢圃攣沃｝回　細野スギー合薩n十二得廿六〜盤甘）二十轟ハ冒　・各木｝出“館発（即ゆ）讃灰花里“菱分蚊（”・鈷ー〃ω）　黒養（βooー燈卸）名ホ出贈（〃．翅）二十七ぢ　発（ε釦）黒萎（〃勉−βあ）着（尾．鞭）　二十八海　発（8・卯）蹉短萎（〃勘ーだ・ω）諮｝（〃・ω）二＋九ぼ発8ル薫妾（牙あ−錫）〔塗ケル乙（　　　　　俘勿ー4卯）　ヨー丁甘　発（8動）咲花（？ωー4釦）着（〃，卯）二弼　川苔則赤杭尾薇（二蔚廿二ー廿三日）　古里（β諮）陵線上（尼勿）承蕊山子前“幕営（〃、甜）　発（730）踊平獅子ロ小屋’分敵（9．廊）川苔山（9、諮〉　分岐（々助）踊平（ψ姶）ソバ凝山膚（β吻と杯水（々．　　勿）口原（κ動）・−’ー9ズ�`！！一9▼，　　　　▼×濁沢合宿中云颪に壷獣．ψ6のテントの塵呼5に害をごう　毒つた・図君雨の為のテント浸水に気ブかず，翻超きマ葬常に　不楡伏な恩いをκ。なぜぞあ9し房御幼ウの蒔を再現し　たんだもの×至ー合宿のこと、七味の湯を琶孫か武ると磨オになるど廟いた7君ご善労蜜尾く湯を禁差。’薄鐸カテストに効果択顕取る芝を期狩したが，レかしこの湯島果はてきみ　んに顕れないから．庫々F聚かき上ゲ、九汀の実ガにはきつと　よい域績区おさのることだろラ、x本教9ギー教室墨申並野淫A這が、皆暫男バ芯リ　したものを着ている．それに反して我山岳部の身め回りは索　吊矛｝のオール中吉畠、こ鹸き塚た図霧、負けおしみかースタ　イルなるか膚題じやないま。スキーぱうまぐ海れぱいいんかよ・　さて御本呑そ雲暴ビお9フまく辮れるようになつたがしら．x髪山ム懸のユと．矛春目の徳本登り皇中，河原で石の尺　イカをナ五分レて食謬．っあスイカs矩生よぼど慕が彦　らしぐ，夢にまで見たそラだ。下界にもどつて、スイカを食べ　すぎませるでレたか。期導三灯ニナ百〜ゴ百・千五目　　庭む，暫曝がないφであまヴラツセルはいら参初者　黒沢（乱力〜叙厚）　匿中・（位後期）ない，弊はがたまクマいて少ししか沈まない。　　　択野，園谷、今井、蟹訳、杉浦、駒井そして頭々三ピッチの時間を浸くしマ行（。　　　本原、飽岳崎，町田．藪爆、福膨、平途中少し彪を肉蓬丸てから全葭少しず窟ー　　　沢　　　　　　　　　　　　　　　　スが落ちてきて，腹のすきを覚える．ゼして行渤記録、　　　　　　　　　行者のテント場に着いた蒋は全蜜体力を出し三耳ニヤ’冒　新宿発（解紡）f茅野着（与　知つていた．その後、朗冒の計画として中・　労）1茅野発（6始）ー馬鋳薯巌場（フ動　赤のゴルに口8出すこごを決定レた。　f7嬬vー美濃戸（／0丞）〜ψ蝕）ー行者　三痔二十二巨　小屋（4勿）ー蚕食（βの）ー夜食（グ勿）逐床（6動）ー出発（9動）1岡弥陀のコル　f就寝（照吻�d　　　　　　　　　　　　（ψ勿ー曜痩）’行着小屋（4滋）　新彪発袈踏の夜行で嵐発。床の上と庸あ上　　夜半から吹辱になク、朝になフてもやまなとに別承て良ぐ寝る、φ番バスを侍たずレマ　いので．ムフ6は停滞と波達．しかし、そのう臨詩が出る．塞く八ケ岳、帝ア．北アの峰々ちに少し風がおさまつ庖ので陶掠陀ゆ方へ於跳められて本甘は伏堵の様与．バスは愚鉾宏かサる二とにする。璽は福変わウず降昇薯承々纏場なる所に着＜。賀発後　盈中菰缶　いて、視暦は全黙良（ない，コルでは、グリ林両代φ帰塗に禽ラ，操擾してすぐ出発。何　セ〜ド，ジッヘル，滑蕩停止など0脅上練層とか驕を護つた所底朝食にする。ラジユ！ス　をす、診．勇がやわらかくて，二十ゼンチ位もで湯をわがして鋤む・雲ぱ農場からめ踏上にぐるめでラまく瀞らない．昼食後、黒沃帰京5〜催ンチ績暮いた・美叢アま至．乙ッ登頃から雪はやみはけめる．練誓を終えて、チ。美瀬』ア取置山口の・所に凄解沢は籍夙蓼0為虚レ鷲・行者”に帰ると、0おの平沢一氏バいらクしやっ不驚と書いてあ乙が・見だ所なんとか行けそていモ”ダ食後、珊田の誹画として幣素のうだし，又称．撚宙両氏め諺もあるので、南コルにテン》を巌し、魂役きニパー7イーに択を行く肇にする”一ピツチを三†癒として　今け．　ノつはそこに泊るコとにする。（六）（晃）　三百二十三、甘，起．底（5翅）ー出発（9。κ）ー中・赤のコール（9・勺）ー販発〔ゆ・な）ー短未簿凱巻（ゆあ）f肛ユル着（〃�S）ー肛発（／2．卸）f肛赤恭著（俘昼）L匪コル着（β．劔）ー殖選発（趣・％）ー行着小屋善（β動）　αき鍛すために中・赤めコルに向げて全艮出発、風赴な（全く誤購でおる、交代でランセレきしな於ら登る。コルでは、雲庇［ヤ鼠向ざを着慮してテントを設彦する。円（甫中今井・蜜沢・深野）をそこに残し、題（図谷駒井、彰粛．本原）ぱ煮奮に向げて出発．途中アイぜンワークを覚えながら逢む。瀕上苓体憩レ、奪真をとっでからゴルにおタる．その後，肛は承岳に登ヴ，雁は円の為に永を作る。肛が降りて未ると、孤は行壱に威発レた天候が段々とゆ瑚岨て訳ていた．三灯二十皿首班出発（8意）1q着．（8島）ー肛出捲（12・忽）雁幽発（虐店）ー肛阿弥陀黄（β動）ー艇q着（芯力）　夜半拒当吹爵く．αにい塗紅は風自き於正茂対になつた疋め、�t苦労だクた、肛は争定通0に出殆レて、コルまで未そがかな夕吹雪いていだ。　で犯全屡ハヲントにλッて体む。十二蒔腺鼠もおさまつをので．紅は行看へ出発覆は再弥弛へ向かう，婁庇ががなグ出てひて注要を要するし、ヲツセルも腰嵐予の断「も少なぐない。阿琢陀登顧後　αに向かラ頃弊も，止み，憶へくの山々吠見え始めゐ”レかし、セれも中岳あたつまで求ると、俄然吹嚢き嵐し百もあけら胆ない程になつた。αに老いてから、プコックを積みなおレて吹聾に擶えた．三肩二十五鷹肛餌発（♂助）f行看着（8産）ー行老発（9必）ー美農弁（〃庭）i農場（ρ烏）ー茅野巻（芯ゆ）　紐は、テント綴収後行者に下蚕．そこ♂全漢に薦物き薦分レてから蜜発する，途中、新鞍があったので塒々腰ま不もびっ倉．ファイトを嵐して美濃戸まで一ピソチで行く。美濃戸からぱ雲ぱ消え、泥画になフていた．牛後だ時過笹に洩川に巻き、本由行も無亭に終りを告げた。海撫、『／　』ゴ『’／．、顔窪　急二／旨N婁　　・夢。騨　　、編難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北岳　　　　　　　　　　　ノ九五七等彦久　　　　　　　　　　　　　　春山合、眉計画　　�`／　　　　霧レ駕讐ぢ湊−　　　趣　　　　　寿雀釧　＼　　　　ノ　　、・〆　　＼誇園　〆／＞　　グ＼・イ『＼　　　　　　　　　　．＼結局北岳・画の岳の登頑を百標とするてとになった．計画概要は巻休易をす百肉利甫し詫川小屋をB日に、池山・亡穂頭にそ崩をれα・αを出し伍よク北岳・周の岳ヘニ度アタつクする。　分点鷲ノ腔τゑ、アタック隊　16卜　一8．ザポート隊i7B為　’べrc／庭叛・4バr・Cz姥衷β19β4／勇上劃練講r　　「A�oコ20き……21麓一一←一　　　　　　一胃†i…；一　6　、r　　レ…i　　　　lr−F　「“i2011　　　i1　　　　　1ふ．漏　　　　　　厚　　　　　〜蘇・肝”r二』　　誌、、．9ぢ）（三）冥〒チとしてoらに二三名薩貧してもらラといラことでめる．行動諏郵一蝋　柵姻質　　三痔十♪ハ訂⊆二十−！日　参加着　q雷牛、且鯛谷、今打、中射是，　　　播本（正v，蕎山．秦，髭内、川讃　　　　ハ準・）　　　　　小田、飯騒．鳳（身β）三π士五ぢ　噺宿餐（二与五五V　ぐLの匿中於風邪・のたの優れて末る二とになσ、代り〔播ネ鋼が参加する・書山逸威功させ右と．常よウ一層ファイトに撚之て碕東する。三月十・パ冴　甲府（3劾《シ訪）ー芦安（8勲）ー新置芦安で押スを捻て，去拳米業の套��鷲の住分綬点に到る・鰹く体操をした後，†貫の荷を些扁負つて歩さ出したが，蕩ば塞薫なく・肩に・食い込み、天が所々療フていて潜る．ぞのレー姦上に振り巡倉、浜た針金に譲竿バ引揖クて大薦歩さずらい．蜜発してま右な（バラくになつてしまラ，勾瀦はさぽど呑ない次　息がきれ、汗が厨にしみる．匠五六米の鷲φ控山頂を越えて下りにさしかかるど，弊け一屡凍0つぎ媛翻毛急rなクてくる．滑クて水にはさまフてやつと止まる巻も虫る。ロをきく餐とてなく、よたくと雪の上を・歩いて行ぐ。巻ぬに於て最も苦レかフた置であろラ．籠川小屋於承さく腰下に冤える。が、丁同近付いてこない。塗は下るにク岨て深くなク兆痛与いるがらであろラ次、吊福得衰分婆晶歩動）露舜本輪吊搬β智最桑く膝姦す歪響川捧なた器ー荒川小量（4吻）　まだ罧い内に甲府駅を降ろされる．室魚はすつかウ冶えきワていて、醜寒く盗αる。バスの特合室く漂掛を躍んでその上に横rなる。しかし寒くて駅るごども繊永ない，霧ヨを浴びた南アめ峰々が窓ガラスの向・フに、催算えている．媛えな沢ら朝食をとり，バズを待フ．を濃ク、左岸に移フて石のごろノ＼レた河県を歩（。意外に縛両をかげて、ヤクと荒州承屋に着ひを蔚、鯨計”はすでにモ蒔を指しでいた．重ひザツクを長ザ徴レて、邊い益食をとる。　｛款みして皐塵ク食の弔竃にとウがかる。ダ食を早く一済まぜ瞬ヨの露天ナ乞叢フマ＼ンニラフに藩り込む。夕6は正部興古全黄不諸で含分の俸を嬉禾するの球也つとで、他の夢は岬鯵ど〃βに任せフきOといろ・身諭香むっ至．血郵畏の麟ξぷ、登わしぐないどだ．十七日ら自（8廟）r昼寝（僧”ー〃腕）、∴、、経（μ勿）ーC工発（β．鯉Y−Bh泊脳甥　Aフ8ぱCエヘの勲尉上曲リである．ドフ・容げ声、確煮を食べ，六貫強の荷圧気を」・−て元気に出発する，小量の禰がりすぐ毎いヲ！登りにかじる・難曽にひき紡さ室は一．罵の喬．すらなく澄み漉つている択　樹鳳・箏を行くので景色はあま0蒐之ない。彪隊譲フている所もある次・さぼど悪くぱ惹い．蔚折樹陶から陶、蔵無が顔を象し、慰黙フアイトバ湧い7、くる，レかし櫃斜が憲で思ラように曖よ「盈．ム醜穎の途中から辱駅巌歌る．空蒲“でバテてはますいというわサで、ナ蒋置に登・、貿を−了る。ビスケットぱ養べる薫もせず、・塞ぱかり飯嬰たくなる・厚かるザ実にラまい、急頒も終ク擾斜が緩ボかになると、雲が聚くねる，詩折璽に足をとら恵て、膝の上までも60、片足を挨こうとするとヌもぐり、体力を溶縄了、轟．。しかし彦はしまつている・重量敏のS惹は鞍に」ウぐる盧数皿が争いようであクたさ　そ』コこラしている内にムフぢの予定地、池由小屋にM皿彰＜．早唾雲を監みがためて・テントを二霞張る、記億蝦影の後、飯尿さん等陶人のボソカ隊ぱ曙ヨの荷上げのため，急泌でムフ来だ遂を詫川へと下つた．一方e工でぱ三名択償盛祭に行つだガ、森熱限罫迄の往霞は無麗なので．渡線へ山娯て別亘す。　ヲジウスぱ峡調にうなク、塗く静がな山めタ暮であワた。レゲし夕刻よク婁り動きが凝し（なってきた・晴旨、望ハ辰バ危謎まれる。明窪のσ建談り尼め、栄養を摂クて矛一次登贋隊き決定して寝る，三月ヤパ冴　アタツタ隊　ご∬（ク劣）ー〈本歯（ξ君ー〃鋤）〜昼藪（〃誌ーμ．〃）ー北岳（〃劣（々勿）1ごエ（洛坐）　享朝がら雨。参欝の予定ぱ、α建鼓なの否のんぴクと小雨仁なるのを待クて七時出発．ン灯の川苔山でわかんが便えなかつたが巻ぬも便えをうない。璽は壷当にしまつてひる。藍はよく踏まれでいる．旗竿がホの闘に引魯つて歩きに■くい．雨はやんで落鱗フマいるが、時々＋可山行のあった颪厘三山が姿を蜜わ劣出へλつて三旨疹、調与が宏てきだの不あろうか、塗眞扶調なピヅ、分で進歪。倉壕を喘登して養綜ピ藪る。穫繰でアイゼン蓄洞．姶めて便ラものもいるので、全興アイゼンを着けて竃発する迄に一締陶弱。アイぜンのキユツぐといラ音択伏く響くウ蕪菰暇碁『に近付くにっれて、颪が強ぐなる・森紘照尋手前で昼食を癌る。穴区堀って全眞λつ震えな択らカンκンをむさぽり緩ひジュー又き飲む。もラ｝憲と殖気に嵐発する。南例からの颪が強く顛バ療む、砂拡いの手前にー二〇炊ザイルをフィツクスする。そこは雪沢腰あたク迄あり、ち手は広い斜奮となクてひる．それよ9先旗竿に赤弟を取ウつげて、要所々々に立てる。亡底0頭くの最後の登0畜ば磐沢嶽つてナ葺を帯びている、亡鬼択の頭に蒼くと直にテントを張る。♂蚤0テントを姦ウ終えたので寓谷客三名はσへ下る。役等を見藍つて急にひフそ9とした．強鼠の中でプけツクタ鍛姻む．〜度鉛鰯轟に山絹さ承τしまいワふ仏河原稠きテ璽ブロソクにする，テントの中へλるグ、風でロウソクの火を渚してし試ラ，夕尺コの厘がゆれ乍らのぽフていく．風は激レさを題し，明日の天俣が気崖われる。ダなぎであろうが五分罎風献おさまる。北垂バヅトレスの凄えぐとした権，容却見える．蓉び毅く吹き出し一外へ出るごとも出、ふ爪なひ。広．昭原倒のテントを肯中5押さえな状ら夕磯．禽の幕がおりると’層強くなる．いっでも靴腿はげるよラに準傭をし、頭でテントを押さえてシユラフに入った択、まんα0とも幽求なQ6日（クあ）ーc工（伊卿）oC工（7ゆ）〜屋飯（9勤く紗力）1e豆　（〃幼〜4労）ーC1（4”）三灯†九百　靱になつても颪は弱まらない。登凄をあきらめ≦蒔半趨沫．しかし蒔膚もすると風も娯分おさまクた祢なのでベソチレーターからの皆くと鳳鼠等の山々ボ法晴るくなつている。まさにぼバ昇らんとしているのだワテ＼ノトの中ぱ意に勝気に満ち、阜速登磧の準備をすゐ。停滞を覚椙してひだ我々にば衡と右ケ百いよラのない書びである。蝦発する腰には殆ど鼠もなぐなつていた。與発の時からアイせンをは（。αから登つて（る善に書置して潔発。八本心鱗に至る逢は愛・庇はあつた択わげなく進む。八本歯の二摩よクァンザイレンレてゑ田さん、今井『、上�k轟剰のオーグー石登る。（三ご愛ε梼重又ぱアンヂイレンをして螢るのは始めて放、悠要以上に累癒してはがどらゐニニ峰陣櫓き重も弊ボクいていτよくないので仕寿なくアツプザイレンを行う．ザイレンを残し．で己億へ魚［ぐ。オ肛嵯孚と五（嵯，め面一で宏からま戸がするので振亘ると，αからやフてさた林さん等七名である。〈本歯の手前からこちらど二．三応答しで先へ進む。露に’承のひWが入っている。全く不気妹である．漿磁鯉がみなぎoゲィルを握る手に力沢入る・斑劇は所々ラツセルを要す。この頑つく綺半）がらすでに闘の岳登礪を断念する。増ツと難寓の八歩歯を踊遇レだ、蒔刻ぽすでにすマ時を遇ぎている。訂の荊の陶の岳兆衝から璽塑があがつている、ザイルを解伊て昼食にする．ザレぱ璽がついているのでかえフて歩き易ひ、陶・北の・分峡占触に着くと面がらの颪状彦骨外に強、い。ピツケルを覆りしめて匝欄を藝庇をさけて畿綴の少む下を登る．頂上真下でぱアイぜンのフアフケも殆どもφらない。ついに墳上へ養く。干二蒔三ナ五分。ついに新入生歓迎禽に娼まク要山、スヤfと劃練をしてきた秩々は異汐スケーん状何倍も六きい。熱いりよースを〆蔀ずつ飲み亙に登頂を喜び、記愈壕影をする．ポソカをしてくれた肉谷箸9、とが心クと頭をがすめる・嵐双強く雲が丞て遷痘ので急いで今訳た道を引選す．登頂の喜びでたるみがちα心をいましめてハ本歯【さしかかる。再びアンザイレンをする。盾嫌重ではある状登9　スピーデブ’に通遇、αが見え始めてがらかな9の時嵩状かがる。現甘再び陶・北舐へ挑む秣さる、寓−中，寓谷ダ姦塚完に迎えられて伍へ入診ヂグルを使わなかクたので少々目をやられている。役尊の作ってく班た欝理で腰訊）しらえ迭してαへ下る。森藤限思を遇ぎると湿凄も上〃、風もなく汗が出てくる。αに広べてαは全く穏やかで、嵐一クない。ノ年肉の目標可ある春山を制藷なし得たのだ。ぱ風毛なく少し曇づているだけなのでここに立っとやは0缶勘士ぱアルプスの山々を打動認舵顯三箪否某匙隊任（6の）1�p（8ルー9勘）ー〈本歯（忽％〜々結）ーc∬（〃勿9ρ痂）1σへβ爵）　六蒔至員αに禽げ鼠発．森林帯にあるαで　　　　　　　　　　　　　　　　，アタツク隊はす尋に出発したものと愚フた。雌甘の風磐でトレfスぱ全く渚えてしまグた加その下駅颪まつているのでルfトをとる耽に鼠逢ではない．蓑初の横繰r蚕あζ7つ雲イぜンをつける、本の晦よ〃蘇疇望叢爵景に肉の岳、蔓島岳が真白に雪をか膿フて紀える．森詠限界までぱルートフアイソヂシグー．練魑のためヲソセルを交震しながら一年遂長ソプに歩がせる。αにつくと憂まざ全く竃才なかつた兆欝於突然その全姿を環わひた．、ー、かしアタツク隊は雌匿等舐によると、早朝鼠磐のため七蒔に出発したとの事。我々は嫁さんよリアイぜンワークを軸敬わつた後、アタッタ隊蓼迎之るためく本歯に向け出発すろノ。〈本レ麟の上より見ると、コルの少し上の所「にまだ兆岳へ行ぐ塗中・ウしいアタツク隊がのうくと庭んで行くのが見えた。ム琶ば陶の岳乞断愈ぜざるを得ない。建斗を祈つてαへもどる．矛二次アタック隊を残レて全質αへ。夕食の塗爪る墳アタツク隊が｝帰つて来た。北岳とはいえさすボにう欲レそうざある。北岳登碩を玩フてク食をごちそラして別玖る。今・夜は風も覇く墨も峡晴なので朗訂ば必ず肉の岳に登虞出末るこど髪喜びシ訟ラフ迄も◇グ込るだ。論十a寺干次アタツク隊α発（6め）ーハ本歯（δ丞）ー此岳膚（7勿）ー兆雷（ク．卿）ー肩9動）⊆（号鑑）ー〈本歯（9、卸）ー伍（〃ル）　モ三〇分蓮ふ爪．外へ出石と星空にくつさりと死岳の勇姿が浮んでいる。出発の腐意をしているとソエルトのないのに気鼠つ（。』間の岳べ行くと手紙を一書いてまもなくがスがたち始め谷がらの風も強くなり天候がくずれそうである。朝阜いため雲面双固まつていて歩きやすい．八本歯は林さんをトソプにアンザィレンなしで下る。蠕日のトレース於しまつている乏め大して蒔肉がかからなかクた。八本歯のコルがら侃年雪択あるといラことだが、ぽとんどラツセルぱながつたひ膚までは積愛なく、森面が氷結しでいて、アイゼンには扶童である。膚につく頃よ9風蓼丁段と増し・擁再ぱ金くさがない。璽〔盧蛭9山頂へ向ラ．下のは安ともに風に抵抗レて下るため息も出蒸ぬぽどだ。ぞれにルτトを』同違えて小屠讃を下りてしまい蒔冑も体力も組当ワスしでしまつた、膚の岩陰で食事。…き肉の岳く向うがαに引きかえすか協裁した結果，尚の甚ば波をのんで伍に帰ることにした．巨数にさえ槻限択なければと残倉でならない。八本権は下る時よ9−もはるがに楽に通置。��否少し前0いたぼか9のα隊に迎えら取る。一腹の後づ．B合宿のため、〈本歯の手前までテントを前進するのを手菰い、いろくお世話になワた林、簸塚両氏に捌れを告げαへ帰る．。三得二十一甘α発（εあ）ー荒川小屋（々砂〜農痴）ートラソク楚分蚊（汐露）1夜叉神峠λけ（苧お）ー芦安（κ動〜移訪）ー甲府（〃虫〜窒嫁）　合まではりつめていた気持バゆるんだのが動作於鈍く嵐発が｝時膚以上む鰹れてしまつた。遠川小屋迄φ下0は、上部のところは寒結しているため、非常に危険で予想よクも時両がかムつた。只彊あ往坦も雲状璽まρて悪く，ヌ時爾琶超過、ごのため芦安まず念駅ねぼならなかった．甲府行きのバスの申で、名啓この春山で感じたことき話し合ひながら思い出多い南ナルプスを後にした．食　糧　反省　ノ年面の食糧係長であった沢野君が都合により参加出寒ゐ二とになつて、・目中旬にやつと食糧係が決定した．％、れ以後彷徳、他鞍部．報、山岳轟議辱を参鳶にし，又o、Bにも種々桐つて、何震か計画を練弓直した・そして（部の食糧は二月の川苔副行においてテストしだ．計「画においては栄）養、食役、蚤涛的な面をも着慮したが．　主として重量の軽減や調理蒔周の短紬といラ事に重章ハをおいを。重憂の夷では†人五旨分と五人二亘分非常食十二回分、ナ入ノ暫介の食糧不ニニ八貫とな4，一入一耳平身して三くρ衷（“．凹五�s）ぴあづた、調理時周は朝が五ナ分・夜がて〜二時嵩であワた．品首馴に使用量を計算した後、三屠ナピからの鄭末考蚕の事を考たて，三博一蜜に野菜．魚爵類等き除く大半の食糧を貿付げ、十厨臼に残グ禽糧を貿つた．、ごれら食糧ぱ食料畠店等から集めた襲ボールの艦“にキヤyプ別に色分けをレて、一貰今麻（夕・朝昼）にパツクしだ。しかし璃へ入つてから予定が変更さ肌てもさしつかえないものは二苔分タニ箱とした調味料や感愉好畠・お茶壁ヤは，（詩）（三翼）テント卸【パツクした。一籍の大ささの都−合上水炉昧曙も濤にλれ左択・濡らしたσせず了勾いに損えぱ箱が敬撮することはないであろう、猷、やなケ引にした方がよいよラである，箱瞬には硬屠量を曙記した献立表を入歌，蔓κ参加着全罠に漱立表を配布して、食糧についマ理解してもらつた．二れは大いに威功しで．食糧係がいなくとも園をどれだけ食べるのかわからないというような宰ぱ蓮らなかづた，尚食費は’入−暮〆六9円であつた．『朝食は雑煮だげでは徹さるので三甘位氷も使珊したがつたのである参鏑理時團から若之て最後の一皆だげ氷とレた。餅は’入一台七勺とし味｝贈と癬皆濃を摸った。共に寓ヌば鯨大和煮をきれた次．醤油の方余妬評であつた。餅は瀦藤柵した鍋に入れて七5十分で歎くなる。×ザシかヒダラをクけたがあまウうまくなかクた。　歴食にはビスケット（皿oタ）カソパン（二五教）　かをパン（酸教）を腰いた。ビスケツ下は全く宏ソくしてうまズなかクた。室パソぱ実にうまく水わジヤム類もなくして食べられる．｝数五再で少々高いバ今覆の春山においては．ワ乏を棟贋すべきである．全宮はズ朗故にしたボ、我々の如く歳欲駈盛な着βは六救は躍要不ある。昼食にはラルモスにジユースを入れて便晴し乏於、安物餐いの何とがで効率が懸く・その上帰る迄にば二本とも割つてしまつた・、しかしL巻山においてはやは9使碍するごと堺望まレい。　夕食はヲイスカレー・厭汁，スーアを梗い主禽は全て氷である・この内スープが最も姓評であつを、カレノヲイス，豚汁　にぱ肉又は鯨大和煮を需い，スーアにぱべーコンを使ワ左，韓燥ジヤがイモは十年前？の物だそうたが殆ど味がなかつた．今目は肉墜百しか使わなかつたか．参後澄必尿肉の研究をしてみたらよいと思われる。　ごの他に嶺料として緑茶、紅茶、ジユー及スギ（やルクを使つたが，朝と昼は同じものにした力択朝の手陶洪省ける。　巻ぬにぢいては孤辛にレて、嬉の旨はながつたが、褥滞のぼの食糧にクいても又米についても、もつと研究する必褻があると思われる・、野莱は玉ねぎ入参の櫨は全て韓燥野菜を甫いたパ、重量の真がらも乾燥した物がよかろラ。薙煮A（味磁ぞ人参・切干太被・齢料燥ジヤが　イぞ、乾燥キヤベツ、鞍燥インゲン．肉文　ぱ繋大海煮・×ゲン又はヒダラ）雑煮B（（の味巌頃の代qに醤−曲を梗ラ）唆疇汁へ切干犬撮・わかめ・曲揚）ラィスカレー（入参・玉ねぎ・乾燥翌ヤがイ　モ・マfがリソ・肉又は齢脚大和煮）豚汁（中味はライスカレーに同じ）ス〜プ（べーコン・人参・玉ねぎ・乾燥夢ヤ　がイモ・マーがリン）表立献食夕搾レライ刈隠コ二』ニラィ烈サフ賃乙一一翻　　食『3再／ざ日　　　　電／7日　ω蛙益…豚　／8日｝　ノ9σ2麟�E鍵謡げ匹蒸〆『レ久省　西高山岳部望年周の最高百標である春山を全艮の協力で嵐の岳こそ悪天候のため夫撤はレたが、北岳登償に威功し’応目的を票すことが震未た。しがし．今出行万の注意すべき点を再び繰遜す二とのない捜巻“げると、／，計画が最終段一階に入つてから一部変更に　　なった。ごれぱ予め予薙されることは．　　考えておが�iばならない。2、隊豪の決定ぱ少なくとも準鄙貴以上は、　　｝痔の初めに決定レ修係も同蒋に決定す　　べきである．3、春山に行かぬ着は、最初から全く非協力　　豹であつたが、たとえ参加しなぐても、　　部員尊ある以上、郵の百標に協力鮒でな　　けれぱいげなひ。『＼　．　　“歩くウ　　　　　　　　　　小津　亮介　本立の中を、・急な榎遭を、急な下りを、絃れ落ちた木の蒙の上を，襲の上を．巻の上を熱い木陽に照らされ、冴を流し、董い酋物を斉負つてひたすらに足元を鬼っめながら、体み無く歩く。頼りになるものは倉分の疋のみ。・歩き始めの訣い歩み、だんだん療れて、小またに、麟被魯な歩み、ばてて、いまにも足がケ仙躍しそうな歩み、かけ下ウ．いまにも笑い出しそラな歩み・歩くというのは非常にクらいが、や？と頂に着いた時，又やつとバスφ停瀞所に着いた時、はい訟め上に寝そべつて足をおもいき9伸ばして損げ出す時．ベンチに座クて靴を脱ぎ．ふくれ上つた足のまめをつくづくながめる詩、そ二にぽ何と壷至たい威鰐激がある。苦薙を通して、肖豹を瞳“レた喜びの怠激と，疹的をとげて、今、山を去ろラといラしみじみとした感潮と状ある．今はまか山岳部にλってたった、’奔なので．下をむいて，歯を食い縛クて、麟麟髄に歩く亭しか出訳ないが、ムフに、コオ！ケー！　ザツク下ろせよ！しという声をひだすらに待ぢ望んで・閥盟の景毯の哀さなど　見むヤらず．足元のつまらぬ革や、石二ろや．泥や，時々自分の嶺がら落ちて宏る汗のしずぐを見クめて歩ぐよラな亭なし．に、蘭闘の穂景を尾回し埴物を観察し、山の話を圏さな献ら歩げる揉な．足と、精神力とを椿てる様になりたひ．そめために、ひたすらに、ただ歩（。　　考える登山　　　　　　　　　額垣　ム禾生僕がぬ岳蔀にλつた主ねる璽由ぱ−山に登0任い」といラ繍の理遅もない単純な徴求であつた．レかしこれから下級銀を指辱する立湯に沿がれる盤脈には，近墳登山というものの認譲於欠げて、このままで指尊できるがどうか心配だ。『　そこでバリバリ登るどいラだげでは得られない考える登ぬが応票なわげだ。登ぬというものの本展を．早く尼つけること次必填だ．（二れは大変むづがし＜・なかなか得にくいと愚ラ状、毘在においてはほんの一剖蒼も択握すれぱよいと愚ラ．）その本債を土台にして官己をぬに立たせるのが、真の血登り奪一め9さ（塗）ると羅ラ伊僕蓬砂奪慮にお瞬ては，昌険廻ヤ磯濾を灘サ載めて幽登9しやすいが、それば上台於し罫ヴしていない轟に，とがくそうなりがちである。自分のたどる施の方麓溝えていないゆだ。由登θの本虞を見つげよラとして悩む二と絃、こ承がらの幽行を意羨あるもむに虜る裂ぱないか。登山を蜜分に壷したものにす’るのでぽないか。マ雄大な山の中を歩くちつぽけな人闘．だ於彼は曹分に適した登山鐙を心得ている。彼はその雄大な山に順応捧きるのだじ　二れが，僕のウ狐嵐したひ登山だ。薦えること魯ヱ台にして。　　丹沢へ　　　　行った時のこと　　　　　　　　　　弓鋼　喬資　秘の由でいだく感情は奇妙不す・昨年の＋月再沢へ行つた時です。私は山行煎のトレrニン扮に訟ていながフた二とや、気分鮒に納嘱λフていたため・太虐尾被を登山出−皆から哩れてしまづたので二年生のKさん探ついてイかさいましだ、うすく嚢かかりふもとり町のネオン双ポーツと見えていました．夜行登出のラえ私は眼状わるいためなおのことうすくかすんでいました。勧へへ上へ行つても行そも麦琵はずつと光に居るのか、穰中電暦の光も晃えず．ぼんとうにKさんと私だげの世界のよう��した。くたびれて承るにしたガフてと9とめのないことを彦え，というよりも、ただ莫然と頭に浮かび／ふっと気がつくと、急に淋しさが’ぱいにな0、前へ進む二とが不懸設に瞠われたヴします。もうろうとしている時には、傍ではぎます翼さんの毒’も単詔なリズぐ音のよラに感じ、全く何を浩之ても，庵えるはしから忘れて行きます。その面あるいて居るあいだびゆう次々と竃々な愚い状うつて行さます．よラに暗やみ於癌レくなつたり、いつか鏡んだ本の子扶の．凹さんの竣於磁えず，鰻の煎をちらついたり、急に渓伏鼠そうなぼど惹しく−何が悲しいのか知りまヒん…なクたヴします。又、そん寒時とフぴようしもない聖匂が心に浮かびアゼンと』ヲるのです、このよグな慮椿はどう言フて良いのかあらわせません．iそのくせ、ふもとへ著いて璽車に景る須ば何右なかクたかのように友蓬と話をしますーそしてとうとラ項上ヘフいだ時のあの懸しいNさんの声も何かなつかしくなり，ラれしさで本ツとためいきをつく画もなく，命令にしたがラのでした，　ヲジユfスで鴻がレた紅茶の、職かさが起れられない思い幽です．志瞬麟癖愚議崇嚢灘齢灘繋嚢・撰勤　　　僕と、山　　　　　　　　　　　松浦　　晋噌何故あんな重い荷を背負クてまでぬに登るの？』と、よく嘲かれる・「ベカと煙は蔚い所へ登るしどば、まつたくよく言つたものだいフたい衡次頃黒か知らない双、μ爪がクいたときぼ重いグックを肯賃って参切々谷をノソノソ歩いていたわげだ。山の何翅が穫を濁きっけるφか−：−、山の姿ぱ絶えず蛮化している、ある特閃は、無前にどコしりと立ちぱだかり、又ある時ぱ我台の訪画に恥すがし騨に姿を隠す，又人陶の行いに少し奄も気にさわる事於あれば、すぐに狂つた款に暴れ出す，�o僕に漿薇懲を与えるのは癌囑の山だ、診い皐二気に心を引き締めざるを得ない。木陽が山肌を素く染め始めると今旦甘洪始まるのだ．撲にアアイトを与えるのば重ハ昼のぬだ。やラぐと輝〜煮陽め下に、曳円というよ9むしろ紺磐に近い空の下に，岩壁は諮らしげに輝やかせながら藷脚い合クている。そのがツチリと組台クた諮眺に瀬を下す可隣な花々は，麗に淘いをもたらす。僕に一9のダ省を毒えるめぽ夕方の山だ．−真ホなそして木きい太陽が山の肩に沈む頃。窮冒も又頑履ろラと心に換聾ラ．僕に獅愁を与えるのぱ夜の山だ。壼へ黒なグエールに無数の宝石をらりぱめ、瀞かに尾下しな斌ら、山の苦しさ峯旭れる迄やさしい光を授げ掛けてくれ乙ウ微動すらしないこの黒い世愚のゆ−で、ごの霧い光ぶ、どんなに心硬く認じたことか、僕は信じている。山は該意ある入のみに登ることが許されていると。考える登山　　　　’葬百組　　・福缶　差ロ興　｝寸しだ動覆：：塀の歌を唱いたい。よい麦達を得たい、といラ、いかにも写ンチツクな乙女の様な夢がら山毎部に入部したのが去年の九恩。あれから五再。二の膚に、乙女の姜ぱ被れた．λクて凶の苦しさ（他の入違ば、あんなのぱ苦しさではないといラ択・）を自分なクに感じた。それは，みじめであつた、泣きたがつた．寂しかクた。トしーニングでは吐気状して、トレ〜ニングのあつたδ　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　　　　　　　　　　総　　　　癒　　　　｛，羅ぱがツ〈クしたし、十耳の山併あ時乞衷れであった．一体何の嵐に来彦強とその時毒教剣「彦えた。レめのロマンチWクな窮“は、そこにはすでになかつた．その面頑近く奪濠しい風於欧き、ぱるか銀下F、藷働の灯が見えた時・｝片の幸禧を掴んだ旅な気がした．だがご煮だげ・の事を得る為に’禾たにしては、少し甚し置ぎると思クた．げれど帰つて禁になると徳い出が残つている。それでぱ緯い出の鳥であつたのか・とも思つたクスキーは・粂しかつたバ塵旨鼻血がでて、察ではなかつた。ン6七つ后へ行つた時は．二彦偽と硝へ行くまいと決心した。人にもいつた。他の入に一蒔画以上尾優れ4年生と文尾に村漆われて下出した時は全く恥も外肉もなかつた。だだ氷川ヘク（菰にと顯つた．ぬの上で氷川の灯が見えた曙奄準福とぱ思わなかクた．山ぱ束の薗に入の彦えを変える、人を喜びに藩たしもする．悲しませもする．もラ行くまいと決心してがらまだ｝尽もたクていないが、臼分はまた歌父行を計画している、どうしてだかわからぬ。山κとウつがれた人の話しをよく鼠くが、山にそんな魅力のあるのは　本当みたいだ。こんビも又，典から帰フできたら、きつと厨か2ハ）含��応uるだゐラ。山にはまだ．二回しかいクてい．ない斌行く度ド何か感びるのは、、決して悪ひノとは思わないが・り．これからむ浩えろ登山をレたい。しかむそれには，体ヵをつくる享が才一だと人は｝6う。．汐この年ク　　　　　　　　　　　小山　　　武「　またたく肉に過ぎてしまつたこの’年陶を雀りみて、ム岳部に入クてどんな菰手であクたが酋えてみることにレます。　先ず五灯は、新織の大喜一薩峠へ行きました択天候にめ呼まれ、−遠くに南アルプスの山々を望み真近に倉田±の髪峰を仰ぎ見て，非常に楽しいものでひた。そして、すつか9山にあこ献れてしまいまじた。ゼの墳は、登山の苦しみ、喜びなど全く知らず、ただ、出に対するあ二がれ次、“僕を山へ劉きつ体リていました。　パだは沢登ウ、姶めてで菰子が解らながつだが、緒摂として、沢登りは面白いが．危後ち多いという事が解9まレだ。しかし、水の濤らがな李，岩摸榛の美しさ等．丞爪Fも，ごんな所があるのかど愚わぜる繹φすぱらしさでしだ。さて・豪期め難れ鑑査状すむと、いよいよ夏山の準婿姿筐ッチ軍進み、まちにまつ奏巻宿奄皇芝．　�j　ムフ与は、兆アの徳本醸・−大諺「ぬー蝶ケ岳ー凝彪ー槍ヶ嶽ー麓高嶽〜上高地のコース．景初は、重いザック双唐にくい込あまうで、泣く旭いでしたが、北アルプスの山々を堰荊に捕之た時は、ラれレさでいつぽいで、栂ともいえない気綺でした、物すゴい峻線．ゴつゴつした若瓢はコ全ぐすごい」の［語に尽きるようです。最初あれをどうやって登るのか不題試な気さえしました斌同幣にあの屡に早く睦しだいという気於逓り，肥を奮い立左せました．葺本の山を代表する，この跳アルプスには，強い町象き与えられましだ。戯三っない空に濠か心岐練、青々と茂ク益パイマツの中髪ゐって行く登幽路、三六〇彦ヒ展応する大パノヲマ、どれもこれも，すばらしいものばかりでこれら乞眺める時は，それまでの苫労を忘れる時でもあウ、かいバあフたとしみじみ思う時でもありました。しかし一あ合宿否慰つた享は．足に鞠づれ状できてしまつだことで．合宿半ば頃痛み出、し、チ、れ以餐善旺蒲む足に肉・芝のぱ央数でした。また、行く前ば、伺盲看も山にいたハと懸フて氏だの於、いざ、＋ロ蘭位山に入つていると、あと何甘で帰れると、指塀眉り藪皿えて待つような気持になったのは、どラしたも0がと堂つてしまラ、とにかく、禽宿が終つて数々の貴重な体験を得られ。少し自塗名いたので、蒲足しました．　二拳期に入つて、だ博の二宮胃の湖行で、しだいにコソも解「クてきだよシにな9、面自藤も加わりました。　ナ海は，再沢港ケ岳6した状、・夜歩いたのと，塗中−で引返したので，特に印藪は婁りません冬した。＋得以螢山行於なく善甘、トレ；ニングかげ呑、面白くない首が龍きましだが、冬侭みにスキー合窟，二罵にズ巣山へ行くことができまし左．　以上一年蔚の山行尽、』倭にどれだげの塗歩があったが、僻りません斌、とにが（、歩までの寧を少し石も生かして行きたいと愚つています。要山の感目』−不ノ　　　　　　　　　　三和　　　二　山蚕−部に汰フてこの｝年何回が山に登フたグやは0最も印象に残るのぱ震出尽ある・長い山行るあるだ仕に装備も従未とは人分異な弓ピツケル等も加わつた伏最も茗るしい典は有物だクた。でクがいザックにギユ＞くつめ二んだ時にはこいつは無事帰置旗末るかなと黒M？た穆だマた。衆の定一耀本峠の』登り、ム入濾山への遊では、のどは乾くしやは9参狙せねばよかった、とつくづく思った．しかし琶しい事ばかりで終蛤したわけでは勿論ない。大潅山の頂上に■やつとたどリフ“てドロツプ乞なめな状ら蓬松の欝斥寝ころんで瞬、食手時，見事な星の夜空を屠上ザだ聴・勇上訓練の時などの青すぎる程の杢などの慮薮は絶飼に忘れる辛の選未ないもので、下唇ではそう得られるものでぱない。タクシーをひろクたので、カゴに寮つがクたのでもな（・正真正銘の首分の二泰足石一歩マ歩態労してこそ始めて得られるものなのだ。今虜の妻山は変化に　　　、雨の床上浸水を御幼少の膜のオネショの再発がと思クて、飛ぴおきさせられた0台風の夜もあつた。　かぐて訟本で氷を食べ夫遇もなく終つた択今着えてみるとすべてのクらさ苦しさも桑しい思い旗となって残クてひる。よつて凶へ行く大きな意味の’つにぱ自然に接しそして苦労して慮最を求め、恩い出を作り．せ肉のみみクちい考えに負けない大きな心を養うにある、といえるのではないだろラか。　試みに部員の顔髪見てごらん、みんなすぱらしい人達ではないか．貯・　一九ふパ○葬一痔せぼレ〜・OO剛宏席著　爪款血午田先生、久尾（ナ入）、　　　　現役（十−大人）　0・β（三人）一、倉巳紹介二、薩難報告（†再tハ臼，瀬田、禽谷肉の滝谷薩薙）。両君立激な登ぬ家であクた。新嘲・其の他にも若干誤0た発廠もあつた。面君艮び面解登蕎会としては、潅谷の知識は十分であ0を．今目は山憤察隊の牙’回目であつた。当時の両君の行動＋〈区テント出発（福協二岡谷両氏だげ逼黒沢氏等ぱ残つた。天候にクいてぱ天気図等書いて、良く分クていたボその葺ば蟹攻になつたウアイぜン、ビツケルを持たながった漏．憩行煎遽出承ず、†八召昼頃遇即　鱒嵐的に見て、その時は麗にかなりの所まで登った諏だ。ナダレに出合い、C7エースま奪再伊庚クたが、前進不龍（嚢吹のため）再び流される。老小屋で東大生三人ど出合ラ。七ハ質夜禧閏氏　土元冒朝七時粛谷氏死云（凍麗）漂園・○ナグレによる疲労．0腋蹟蒲の不士分八憲φため）　0アイぜソ，ピツケんを持たない（岩登りに那魔匹あつた）　0湿却の時徴の不童当O置蔀の際、ルートを陶違えた扁の蒔周の旨ス　0逼却の際、命緬をはずしていた　0ビバークゆ−，予蒲食料き持「たながった0ビバ！ク中．精神的融和状少なが（習）（凹Cフたσ久禦、∵老小屋、東大生の食料辱について猿向。σら　コ騰蒲ぼ櫓融和匹ついτは、奪長義奪あ　ろ溝氏の方に慮輿任状あると鴻える。患小屋　灘在中の雨名の位趨奪についてば，それに　壷羅の原因於あるとは彦えない．　�D豪麟ぽ曳全の保鰺“於ない限り、山行を認　めない。○栄妓は醸鶴り能力以上の山行を　許可しない。��万｝の場台の釜溶酌極叡助ば　夢の所、不可誌である。OO白の指”辱は希　墜する状、あくま尽導較の要誘に甚づくべ　きである．0樹人としで山岳部の鞍蒲、貸　嵐しは、療則として禁止．だだし頗両会で　要詩し、麟畏双これ琶認めた場合ぱ寅い。　�C麺入ヌぱグループの山行は禁止しない於　駈高生として孝絞で億馨する。指尊に従わ　ゐものな、壷当な処置区する，面朋登古圓会の近況　この半年、我々の活動ぱ捲るど篠一止した。わずかピk．正冠のスギー合宿と二鳳のスキr六会のニフき数えるだげ＠ある。ウ山に登らない山岳会”ー妓念な双、bそう云われても仕方めない状態であつた・肺年、　二人の貴重な中堅会蜀タ皿失フたこども　我々の活動きにぶらせだ康愚になっている．それ以上に．当会の講域メン苧あ詮歯入蝉学生の劇合択、；の｝’…ア年の勘に全く鎚になつワ、しまつたこと状六誉蚕原軍eある．赴套入の憲着、鱒に中喀蚕量り姶る野か、駄藪したため、ぬ行は大きく剃暇されてしまつた。　ρβ会の牲諮として全A論淡、常に山行に参加出送るという獄｝懸壕にあること侵できない。ある着ぱ就麩する。ある着ば仕箏のため東京を茜熟る．まだある巻は家庭をもつ。このように杜奢人として成長すると芸に譜動を制限されるのは当然である．しがし、韓馨新会量択送9込ま駅て護て、ある蓬変の新陳代謝於行われてきていれぱ、会そのものの活動ぱ，これぽど流滞しなかつたなず罫ある、　ぬに行げない山岳含！それは練習場のない髭動部のよラに、実に淋しい、二の半弊．我々はこの蒼犬学に進学する準蓉員を期待してき農のである。ふ辛い．淫ヤ会養六名の大学入学献決定ル丑．彼等を中望会黄に厳掻させることーそのためには．一へ年三年といラ長賦年画烈かかるであろうが、こ魂乞我隻ぴ蓬4右針として活勤髭続けアきぐ・，ノ〜　　　　ダ　　，ノン輌一ガ〆、今後の西高山岳韻三年生引選の弁　婁山人ロは、非常な教皿いで贈｝加しつハ｛、粘、りそれに伴なつて．その大壕駅が急蓮に匙行しでいる、その人毅化ととも『　揉々為登画めお法や．考えオ於でてきているらレい．構匙は、こラ肱た憂の題乱の中で、脅秀賃身の採るべさ登山の方法−を、倉一分宮身の頭尽老ぞ．盲喬於今どん慮登山をしているのかを瞬確に會覚しなげれぼならない．そして正勧．な登由客豊求、ヲる登山家の卵としでの藷りを持つと同特に、その癒速な普預に伴なう浮いた頓禽と山に登ろうとする看のうちにあるエリート蜜瞥識きさひしく戒しめ，世肉の薇解と及趣をも、といて中かなげ廠ぼ港らない。　登由の穴象化といラ一勲的な傾冑にダして鋲古釘尽に、山岳部は、その還蕊を戯避るだけ縮少し、活勤を副暇しようとしているび新学皿母めぱじめには　顔陶を房き受げて下さる先生双みあたらず、上翼震尉ズ部の嵩’さセ、あウて全く颪前め灯だクだ。ヨワしたやり方は結暴講にぱ、登出行鳶をのもりの沓定ともつながりがねず，蔀員であるなレにかかわめず登出しようとする着の多颯ある琵在、禄意結泉を生みださないだろラことを護も彦えてく取ると奢「寵いのだが。　部・諺勤正常兆、発展の葛の凝承鱈な力衆は郵活動に散蒲の指馨と庫鍍参幻を要聡する教脊庁畳豊とかいラものを実旛に即しだものに救めでもらラことかと思ラ。高練の先生に、出登今の指馨き要求する二ご炭’畿に無運だヤというだけでな（、参掬すること書捧状　大淑ξ舞担と息ワている現在鰹は，その参幻き為掘どレてはまともな部誘謝の幽素るぱず於ないδそれと面高では、他の運動部ロ慮べ、絃釘の先生担人の壷在熱比較にならぬほど大ぎく．又積凝釣指辱をし愈いでコれこれレてはいけないし楚けで涛ませよラとする学絞の事数か承主義も大さく災いしている．生焚の要、求をおさえて部｝をなくしてしまつたとしぞも亟高生多数の山へ行き芝い黛縛を凝蕎するコどぱ遜きない。だから、学・赦r山登ウの撰全なス駕ーッとしてめ重要牲を灘譲してもらラヒ同時にコーチ（権弊質）飼度塗制農として磁立する乙と於薦要♂ある．巌衛の櫨に指辱』能力のある蚤毅著に一定の駅暇と震妊をあたえて詣導させ・これを康京都が獄誌する・−舷一人奴上φ指鍾蕩資ポ無“塵なら数絞兼任．でもやむをえな0，・あるいば蘭の中から鷺資絡着釜纂℃て痘辱蚤を幾瞬すてもよい。こうす敗ば、麟冑に婿大な妻厳や蟹雀髪かげなくマすむし、ぞれご『ちか、嶺辱蓉学横全体に広ザれば神颪登山の縷行する参鐸の野放し状能に対する有射愈対兼どもなろラし、憂秀幾岳人震の｝爵ともなろうウ心あるい緩『の方法蓼どツたとしでも、ともかぐ．ムプほのよラに、縦にも横とも塵紹のないか筒教血岳・部め冶撫鉛仏では厨∵りかの赫醐一融剛な綱一蕊隅精バ必要と霧触われる。ごラした高技生の裳企な登虫と、癒磁捲の轟ド、9本出岳会意どが積趣蔚にの弓だしマくれてもいいご思ラのだが。　当面の方激としマぱ学蔽が西高山岳部に対して拘いマいる全般豹な尼確の愈を解，薄し、郵量2さめさヒ熱意を運鮮しても台つ二2が矛一だと愚う、けτ二年体蔀状薩ぶ続けば、その断層の為に従煮の亜右厨ぬ岳蔀豹ヤ今力は倉然に消滅するだろラから捧部がよいLといつ彦非鐙護釣な考之方を学載ボするどしたら、非常に残念か。　蒐在のどころぱ、皿膚からヤ｛再ま費の蕃再一薗の出行を台式出行として学絞．【承謡レZもらい、十二簿と三灯をスギー合窟としてその鋳囲内で活鋤せどるを縛ないだろラ．冬から新学葬にがザて公式｛行のない翻嵐にぱ堀人出行の形でおぎなラよク仕力択ない次、山の蕪象、それ辱れの山の持機、食鐙，蔑備登山輿などゐ研究にあてて　隷留会を嵐い£今するのもマ景だと愚ラ・彦だ凱房かわナヘ房ま審のぬ脅もコ譲尚の参柑ししレラレ焔がらガな9沽動次鋼隈されることが予爆さ冶、廊入山有が、聾禽F重要牲を堰して（るから欝二）へ聖V・蛮体の煎卸購勤から旨兄で、妊ぺ山行レ乞ピう評一麺サ6い宏薪しい向羅となクてくると雇ク．之勃　賀春出の戯功しといラ部の9射バ実贋的■一ケわれギいる斑巌．’算蘭の部活鋤の百、標ぢど二に麓くかといラニとも都彙の禽尋充分蟄蕩され蔚．げ承ばなら勾ひ、ただ百さ汽、袖の蟹鋤郭よoとっろきにぐいぬ岳部ぎは．浴豹への強い實覚猷必要であ0、そ淑と叢ん、ぐ部葺ゑ暑長強い露妊煮鐡と神欝意鍛が要求六、れる・二の三クなしで単に山への肉、心だケ箏ぱ部の存巻め意義双ラすれ，内部クら郭が崩壌してし凌わないとも隠うない。　絶の書横山岳部の機槽急記鍼Ψ滅手な湯動藝箆麟亨るたびに、穣塵ぽあぜ9や叢望巻感じヤさ匠げ煮ど4考えるど、まら炊クでいた乙慧ラ・π蓑由は横驚含稼彬Lと籍を巌フて盈えぐかまわないのだ。いたずらに逢しいと三も童ばなくても、そ一灰ぬ都ある磁9、乞つと深ぴ｛の理解ど秀れち禽行へり努力のゑ惣はあると恵ラ．今姦ぱ限ら承た乾翻にある薪蕎山蚕都どしては何拝先かの飛薩葡発蓑き籍しながらも・そラした方向へ亀猟な努力をもフと疋鉱げるべきだと冠ラ。そして葉在の蒜鞭蒲琶あくまぞむ壷愛阿山舞蕪｝の伝練”馳凝神荻墨かしきるとともに皮からくる圧力猛耐ねめ匂て，新し活気あかれた郷とする為のイヤンスと．い五しも無1つー・2め左と歴　〆へか＼　手し一ド1z九フぼ六今しσ1い　ゲ・　1ノ＼桑十三八葬野幕営用呉コ：ツフエノ1、4、カ　　ツ　　プぢテ　　　ン　　　ト厚’．2禽ヲンキュ　ウス／、ヘノ〃　6付シート‘2）ホ歩ヂョウ�n入／o．7．付シート（／）シ　ヤモ　婁峯一〈ノ0、8村膚張．オ　　タ　　’マ8ノ〉0、　9ツエノしトタ　　フ　　ン7〈／〃．／∂イす府張燃料閑係、へ／〃．／／付　内姦一ペ　　　　　　グ＼6飛石池コンコ　　　　　ノチ〉ト撒屠ナラシ6　ケラジウスt　　／シ　　ヤ　　母　ノレノ　本ス、　ペ　　ア　　　大　　／マ　　ン　　ト／／数小　　／炊享鷹　具フ9り　毛ス　　　　　　／台　　　　皿　1　　　ノ／フ　　ラ　　イ、〆萩石　1宙か　ン　12がロン　／ノ　コ　ギリ5本1／がiコン／ナ　　　　　タ4本於ワ窯ンク　　うメ裂入　ノヒ　　フ　　キノ／登撃用翼ナ　　　　　　ベ’大2ジ中2ザ’　イ　　ルク本〃ノ玉ケクバノ4ア　イゼ’ン　，轡岬装π…醸P呉禽ヲン付シート‘2）一rr砿　」タ騨、煮ご1　．．よ｛一ρ『」都立西高山債部部財第一条第二糸第二〆余のぐ3￥2）　籍　面の条正　　　　　捌ハ　　第　【章　　名　諏者部ぱ都立璽島山蚕部v詠し、〈．＾り亭務所を都亡晒高僻に匿　　第　二章　　自　　禽久ポーツアルピニズAのへ駿衡茎捷枚術修得髪落的ピする。　　　蕗　ー二　章−　部−　景当部は・部貨、蕨両殿霧｝より蕩城リ、容掴ぱ部の活勤発農に対し協か的でなければならない・又かんと！蜘裁綾粛として電甜朋登歯蘭金脇を遊く。部駿は巻概の惰神，体力、絞衝に応じた羨務を膚する．即ち郡肇を新入部曇、　　　．正部賞多二破隣どする．麟飼教喜ぱ嘗杖側によクて妊免される・薔罵登壽会ぱ蘇蔑山岳部挙業些よク藏る。　　節　演　章　　畏　　最部の豊営区鱒欝ならしちるだめ、左の役翼召擾く。c」　’名．　　の5£　試名第五蘇（勢β）ωか畜更マ孫長力Kとぐ‘の葬六糸の第七条　　�B‘2�`臼）　　五省　　　幽　巻療曼着千名　　　！名　ωコ〜ヂ彦下をご山は正部嶽貴会に於いて正部賛向の互還によク鐘颪さ疏る”かん〆、く環びゴー手は、正部嶽塗の票望にトぴり、点爾教葛を通じ登蕩倉が登緯喰貴車よウ定める．C、」は蔀の最蕎費妊巻として部の屡営を討ク憂終流定収き禽する．S」はc』乞褐佐しc」不在の嚇含はこ漱を代行すろ，苔廉長ぽ各尿の蕗、柾首アじて各娠を代表ブる，硲　　αつ‘メ・）（ン・）〔ロ〕役蚤駅のうち葬どする。　総務療・他の虫岳厨体乙の交夢、認飯文勲の窯、班楓　　　　蓼を威し締計跨縛を総食韓に公蔵する・蔀・　　　　報み発行、そめ弛一切の審務を製、翁．濫菓係塞翼の撮管研発蝉を脅ラ．　会計娯・舎計を司どる。　食尉嬢・食糧の研究玖誓をはかる。　トレ』；グ蘇．トレーニングめぐ颪実磨を行ラ．か礼乙（及びコー手は正部曇会の疑阿格飛ひ、又倉含に出藷して憲免き逮べ，正部費会をかKどくせねぽならない。　　　、祭嚢をの巻ぎ歪ての葎辮きバ弓下句より一ケβ四）俵五）　　　　　　　霧1　　　　　　　．バ“のβ》確〉β〉‘2』）醗混欝≧篶『�d気第ナ黍第＋’乗鰭訟章　会含馨名は蝦鹿｝蓉の測何にがかわらず域立するを得る、　　　　　灘　回　eL疎召集する。旛聴総会　匿蒔　cレ次宅集する。建捌皿部譲只会燈晦正痢賛会書係云み郡艮寝謙．旗山竹準備去訟蒋報告糞置｝回．CL状召禁する、薩蒔、εL於召蒙する・瞳貯、畜俵醤召集すゐ．薩蒔．eし召嬢する．盗式串行奮に健要虜撒山行りfダー宏召索する。公式出行毒に山行｝團膚以内に出行リーグーが召楽する．正蔀畏禽は部の最高霧蓑肉である。部費に正部員資諮着なき易含ヌぱ；激（準ずる場台醸顧肉教宮漠び孟鞍コーヂ於これを代行する。総壌ぱ部の壷営に魔し審試叡左倉する於謎決叡を萄しないo　　節大章−　部　則　の　改部則の孜正は総倉尽e」に申し立で，eレが最終魯に決定する。　王正部資会盤鷺じて第　　糸　　　のo≧）　　第�Aの条第三衆施第回条津五条’T　H　ぜ〃ー　蓋　異才　　部　　第’章　部愛の資諮長伊任務正蔀験正部曇ぱ細則第モ部によ0災綴き認めら潮た老にしマ、正部貫バツヂを登尊する・正部貴怠部の錦一繰部嚢として行動し、益つ後捷の蔀螢を指薩『し，部の向上をはからねぱならない．淳蔀　量罐，部浸ぱ翻劉第二部によ夕塵甑を認の・りれた蓄津部量ぱ部羅動に対し精隷釣、体力鮒、使獅欝、知譲蚤験を綾縛ナる努力を厳し正部蟹婬級を冒毒して頑越魚に協力匙ねばなめない．　　麓（　二　章・　A琢　　　合建期総倉部聲ば応ず宏鳶皿せねばならなひ。欠・庸善ぱ正当の麗藍あ参場合C」にぞの昏姦碑面蚕盈繋瓜せねぱな、bない．蜷　時　総　歯召裏の知らせば当哲の鋳三蒋葭の拡み時爾匿になす，他は定無穂会に圃じ．正部賛愈準部貴以上ぼよ今撫議し，部の運営、山行に蘭する一塘の審譲を威す。裁茨ぷ絃正部賃象とし．C」ポ訣事盤巖行第六余涛七案第八ゑ涛九余第す衆集十’素する．正部黄にして欠席する着は、そφ王当なる理由ぎ¢しに提出せね康ならαひ，決裁夢項ぱ全てCL髪通じて総会にて報告ぜねばならない，洛旅会各係のを務薯錘行するため、庭要に応じ吝療の参屈に於て行ラ。欠露養は振掻に層虫ること．部量進級審談会、霧談は正部畏艮ぴ監蟹・コーチよク滅りオナザーバーとして顧肉徹曹を召致する，欠席養は黍任状をC」癒菱蜜するこど。準権　倉羨画行に悠要なる知識、薮備・食糧，該術等の率蒲を行ラ。小行に参加如穂にがかわらず全蜜牽席すること。報告　会ぬ行後｝週飼以酋に行い．小行の横討．艮省を行い、次ぬ行の碁とせゐばならない，　　第　一二　章　　山　　　旭得な式山行は・都墨営の蚕ξ正部費倉葱いて添足さ教c」の詔証を受け葎る仏有にしで、そのリーダーばCしが正部員中よヴ詣名する．正部員参釦不苛能なる時は猛督に一任する。準部量以下に誕いて峯ム不参加蓄は才二学擬当初にC」に届出ねゆなめない。第十二条第士二衆第十四奈の‘2）（4）‘勿捲〕Cしは冬山不参斑希豊毒に対して†へ得よク三町までの皿切の山行を｛蘇ずる二と於張【束｝る．価入山行ぽ出行前に典ずCレの麹可を慮要とし、Cレはその山行が露隣であると・懲¢た時にはそのぬ行を中止させねばならない．　　第　四壼−　罰　　　則熊京齋童匝高辱彰挾些徒蚕撮、御細則第一童磁7て丁煮に茎ずき荏の堀き罰則を霰ける。正当な理由なぐして総会に塵縦三園以上欠席した溢ぱ正部量会の責任と双限（む“て翅分する。五当な薄由な（して準槽会に穴庸し芦、着ぱ、山行への滲搬を禁ずる。細則廃玄二魚にべしたる着ばc」の責任に於いて廼みすゑトレ主；ゲの参幻状態慧き養は正部員書ざ審裁の上eし状処分する。正部量にしてその〕義務を怠れる溢信C」の責妊に於て除名する。　　菟行細則　　第二部当塘約博部員沢部の露営を胃瀞ならしむる為、杏餌砂鮨カド応δた賓妊を分みする審試魂磁とする・又同時に部員の翼捧射指辱要震とする．　　　　　　　　　　　　　倫六）（理）第　　条第二森第三条，第厨条　　　の�A笛五条　　　の部員啓試倉溝成正部員・がん乙く，ユーチより搭威され．裁事運行はCし於とるものとする，，又宏素得ればオブザーバーの累席を簿ぎ意見髪露舟てもらラ。議決は出儒着の蟹半数を得盈三を要し、cLの決、定によウかんとくの承認巻、必要とする、−量試会は審年四博上ハ倒、・爪屠土−中寄・A葺−中冨　上「欝下旬、二肖上匂の五宮　Oレの省集F於いて行われ・正蔀望蜜欠鍛（矛一露置を会一む）の”場台は灘〔肉”撤官一豆奢いの下にがんとくの蜜任に於Uて行なわれる。無入部蟹楽絆本挟生綻にして、｝奪及ぴ二年左にして当都の目蔚に養尉し入部を讐手る着．榎し、二碑左ば葬二学期以跨織認めない。入部希望に対し蛮の手続を宗了し正部曇の認可を以フて入部を認めバツヂ客貸与する．、準部員嘘「級に腐する要件λ部六ケ好以上　出転β“数十誉以上，・部公弐山行三冨夙上の巷加ある者辰ひ巻餓貴の推せんある老のラち、左記諮項廿点中十二点以上妙得せる着を準蔀量と認める、　　　　　（知ゆの（三）ぐ亭）（一）集面としてのメンバfシッ》の修得部倉出席状態及ぴ部爆崔の体得皿貫以上の警�t、暫出行の参憩軸綴紺鋳図力、ぬ生活に於ける墓本知識三回五五簾六条　　　の　遡　嚢期幕営能力（最抵二詞の逢験を脊する）　　三　、（　　次年凄崩発に当ウの項条件なき着は官動魚に塞武され婦．．り．　　三ヶ月以上密云貨滞納あ＆蕎ぱ享屠塗甑を露滞せしゼ．　　挙部眞ぱ山行に当り、記錬．会針，霧奥、姐人兼構、、堂一樋　　燃料、医療等各係の内四愚を噸次丘行すゐものとヲろ，　　正・郡環塗諏に爵する要件『　　正部貴ぱ部壷営に寓する萱姪分挺着でわり，−部の第二慈部　　員なるき夢す・　　入翻後｝ケ華以上　山行臼数せ冒以上、部公式山行七図双　　上・全由行中偲人山行ぱ三覇を出ない着艮び審讃蚕の穣辻　　んある養6内・左潔諸事畷｝OO嚢中七の点修得せる舞と　　する。但しωyのの釘娠すれかが五煮以下の老ぼ正釦員　　の資諮を失うものとする．のご＠�Bラユ〔鶴のc2）（の紛縛学性　の　スポーツアルピこズAの甚本雛型欝と部活　　　　　動に対する一酸豹理解　　　　　｝o責鉦獲　側呑係住期中に分ける検封、反省によ蚤煎進　　　　　意欲と宙己の任誘遂特能力　　5鑛ヵ養　の穂部員乞の協力性、理解牲、嶺辱牲　【Q　　　　の部会、トレーンゲ宏席隷　；丁礁基礎知識と愛験　　　　�S　苦｛嬬に対する忍耐牲薮発甦並びに斗趨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一Q　　　　ω登ぬ中長サ豆舐豹享fの修得　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝o（カ　ω盈）団ゆ�K〉ゆぐル）　（カ　ω）（分ω鰭図瀧力と技置渕断龍方　　　五危豫9対・する｝醸酌知晶漸五登痴中に恥ける×ソバ『シソブオー識yー等の埋解と実行　　　　　　　　　五七貫以上の蜜畜山行に齢げるハ駿的知識と番験　　　　　　　　　　　五無璽掬に誕サう幕営輩活の知識と至験　五擾雪期　　　　　　乃　　　　　　　五含黙状捉に薄する注意力　　　　　三入罵　　　〃　　　　　　　　　一．い二回攻よの沢登りを墓盤とする知鐡　三’雲上に於げる一驚夙的知…識乙蚤験　　　ム主として藤老地晶幣に於げる一編隊有副動の知…餓　　　　　　　　　　　　　　　　　二登ぬの甚礎としてのスギーの初歩蔚蚤験　　　　　　　　　　　　　　　　　二仰嘉蒲足した悪乞羨暑鷺薯呈餐認夏　　びτ導郡一琶ハバソ墾一讐ハ与タ“一ケぜ灯邊滞ふヲる↓βのとする。　ω　三ケ唐以上部搬蟹未納あるとき。ゆ公式小行時直誘「理由なくして、侮入の行をなしたる　〔　　　とき。翁ハ）w叡饗蟹一　　麟激一　　　　　慧（男）新入部鼓鶴嘩教嘗ヤ小沢菰隆　一ナ令尋世宙香区油屍都営アペート一調布布小島町餌三〇正　部　眞．口冴β野原〜｝鉦β加潔濤　β廊杉項　墓｝βき宙詰芦　　　　　　　　　iこ紹気光栃骸並区此劃町三五皿　（草ス〈）　〇六七八干葉県寵薦市営義町二のと三六影並区周佐ケ谷薗の九三七’杉並置謡田町｛の慮よ△2奈当八一準　部　　量盈巻君／雪6／雪／5／54／4玖μ4三照京ヨ菱脅岩乎黒岩佐小裾蒋村谷本沼宙波よ笹暗凝場甑正喪邦輿直讃英荏縫洋罵　諺彦雄辮彰癒入尋太犬毎子勝痴彪並区象福勾二六厨　陶魯谷二の六阿二（二充こ六大夢蒸ハ王菩粛子安財興の皿（oユ六）二ー2ス〈中野区大諏町五六五河　　新井町邸くOQ丞）三六二五膨並区荻窪二の九六（三空）二八允七瞬　　和田本町三六同　　訟磯認町く一9［空）七五六九腐　払赦藩二の一く餌闘　　酉蟹町’の一五八公附建薗宅5ーδ五三亡市下壷雀六六（2二茎ー贋九（三鍛譲郵市寓町町こoの一二一中野区大和町三六五摩夫岸　二乙訳生省　冶亮介薔費　　治申磐区蕨場町二�t七（三六｝）六三ニニ彰並区宿町二面￥ハ平升方Ω充｝）叢3呼同　　井荻二の六〇（莞こ六．三九吻圓　　高冊寺七の九一二筒　　　和曲本町拓“ハふ八厨　　下意貿芹戸二の泌三σ∩≧二｝）二五籔七局、館鱒竃九｝甲ス一．丞とユ九六ー」持蜘蔽会閥貴　登高会安蕨布選中都藤峰施井村築蜂　一　淳富士凝千薯尋　武英熟暑野県訟本市交島麿町回六三吐宙谷区比沃二の二凹五含東区洩葦荏町三の二　自合韮と允・八干輪簸需Ψ融嬰蛇広閥二の財面多亡沸再選村大享大ス野一ヒ一く年都毒市癖破町；七蚕霞とし巻方、「−｝普通会員64　6悉6吉53444女444444　4422飯1款小氷亀鉾秘成濃蜜時松佐山鎚笹獣平霞巌禽赫塚　宙野叫木藻瀬趣蒐田留藤ロ示宙中沢中暗波礒斌尚泓敏　舞泰　朝　翰倍雄輝実　　将正。貞春史志於菊尋義「夫凝亨糧略夫治弘夫次実勇利躬敏彦∠2〃／ノ／／〃／／／09ε8ε76小薦中沢訂今黒訟京高取中川川添村野中井訳賠欝譜磁山ロ建鋼よ　康義　　守添幸　和　太吾蔀西徹弘冶隆稔弘雄彦癬雄準会　量杉並区鮪門撫犠ケ谷灘の邸六六禽一（矧叩）団五志ハ五膚、φ通町天。更甥と六空同　　轟溢噛ヨの証充六仙台市米尋町｝友川方彩並区神晦町九三首（卿）τ一尤六同　　癒』鶴二の一〇八魯（釧）ヒ三二〇仙台市さ｝蕃町一六　衷悲大Y層C熟寮中鄭藪太和町一八○自（到）Ω〈セ五、ミ善ぢ干欝筆寮新蜜町七五畠旧区五茂寓六の充’倉（吻）一醐五五せ宙谷区』訟厭跡唱阿の面八重（謝）二三ハニ影並区上高井戸三の八五七自（甥）90コニ婁蚤豊語肇　　　　一〃植太美那練爵区立野町充’o自（鷺とo欝七〃　霞　谷　興凝武戯野市畜祥菩と五三廻幾承葉昏摺南甫管二南七二々　擁　侭　俊　夫　か−野民魅罵慮｝葺の二｝�e｝μ　川　露　懸　聡　杉並区上高井労五ニニ噛五七μ高橋範行中野区本時通遜の’宙n瑚）八五海七μ　高　山　利　漏愚　彰並区陶佐谷碑の醗議三薦匿岨廓彦’膚　弼佐谷賦の九暫二合吾）（五一）杉錠区久教山三のユo尤」会　　友か6664佐巻伊老甘槍波巌暗薮岩康私元務夫之美尋』雄彰並区萩窪酸φ五六，跨　　大留前二の七丁｝一同　　　ふ筒円守一ハの七五宙蕎飾区小谷野町三2二蚊阜布正本’丁目．霞紛�d九七五一編柴孝超・鑓ひ　この物塵オ†六暑が約七罪蕊りで発行の塵びどなりましだ。搦せ塗然経験のない仕事巡一扉生三人で部員の嗣を猿稿集めに飛ぴまわり、やっとこのぼど発行の塵びとな9ましたガ』この痢に三年生を送り宏し，新入生をむかえ、ぽく農ちも二年峯になりまし彦、．含年闘を恵りかえり，部麹の原福を読み盈すと、今は駁部してしまクた数や．一二皐を思い出しなっがし6気持にな弓ます．『あ次発行の際はさらに発展した部誌となることを願ひ、こ蹴を縮集復詫とします。　　　　　　　　　　（山本．る削、蔽髭）発君日月」丁八ロu発行壱　　　　照酋宜割　山繍蘂責緩着　　　　識田　本　　為“並区大宮煎三ノ一一八蚤都・省　治

